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１．調査目的 

 

本調査は、阪南２区整備事業において、埋立工事が周辺海域に及ぼす影響を監視するこ

とを目的とする。 

 

２．調査日及び調査内容 

調査日及び調査内容を表 1 に示す。 

 

表 1 調査日及び調査内容 

調査日 

水質調査 
底質 

調査 

水生 

生物 

調査 

詳細内容 定点 

監視 

補助 

監視 

8 月 1 日    ○ 付着生物 

8 月 3 日  ○   現場機器測定 

8 月 8 日   ○ ○ 底質・底生生物、魚卵・稚仔魚 

8 月 9 日 ○ ○  ○ 

漁獲対象動植物（刺し網設置） 

採水・分析及び現場機器測定 

植物プランクトン、動物プランクトン 

8 月 10 日    ○ 漁獲対象動植物（刺し網回収、底引網の曳網） 

8 月 17 日  ○   現場機器測定 

8 月 24 日  ○   現場機器測定 

 

 

３．調査場所 

岸和田市岸之浦町地先の阪南 2 区周辺海域において、水質調査は、定点監視について

St.1～St.4 の 4 地点、補助監視について護岸開口部の St.S-1～St.S-2 の 2 地点及びバッ

クグラウンドを把握するため St.B-1～St.B-3 の 3 地点で行った。底質調査は St.1～St.4

の 4 地点で行った。また、水生生物調査は、動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚、底生生

物について St.1～St.4 の 4 地点、付着生物について St.A 及び St.B の 2 地点、漁獲対象

動植物について St.イの 1 地点で行なった。調査地点を図 1 に、調査地点の緯度、経度を

表 2 に示す。 
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表 2 調査位置と調査内容 

調査地点 水質調査 

底質 
 

調査 

水生生物調査 

地点名 
位 置 定点 補助 動植物プランク

トン、 
魚卵・稚仔魚、

底生生物 

付着 漁獲対象 

北緯 東経 監視 監視 生物 動植物 

St.1 34°28'57" 135°20'57" ○  ○ ○   

St.2 34°28'02" 135°20'42" ○  ○ ○   

St.3 34°29'12" 135°21'43" ○  ○ ○   

St.4 34°28'02" 135°21'22" ○  ○ ○   

St.S-1 34°29'15" 135°21'21"  ○     

St.S-2 34°28'14" 135°20'46"  ○     

St.B-1 34°29'50" 135°21'11"  ○     

St.B-2 34°28'57" 135°20'31"  ○     

St.B-3 34°27'18" 135°20'55"  ○     

St.A 34°28'31" 135°20'55"     ○  

St.B 34°28'14" 135°21'27"     ○  

St.イ 34°29'05" 135°20'52"      ○ 
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図 1 調査地点 

St.B-1 

St.S-1 

St.3 
St. イ 

St.1 St.B-2 

St.A 

St.B 

St.S-2 

St.2 

St.B-3 

St.4 

凡   例 

■ 定点監視、底質、水生生物調査点 

● 補助監視調査点 

▲ 付着生物調査点 

漁獲対象動植物調査点 
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４．調査結果 

４－１ 水質調査結果 

４－１－１ 定点監視結果及び環境基準との比較 

水質調査結果を表 4-1-1-1～表 4-1-1-2、現場機器測定結果を表 4-1-1-3、定点監視野帳

を表 4-1-1-4 に示す。また、環境基準との比較を表 4-1-1-5～表 4-1-1-6 に示す。当調査海

域の環境基準は、昭和 46 年環境庁告示第 59 号別表 2「生活環境の保全に関する環境基準」

の「2 海域」における表アの C 類型、表イのⅣ類型に該当する。 

 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、St.1、St.2、St.4 の下層で環境基準を満たしていなかった。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

３）採水分析項目 

SS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

VSS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

COD は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全窒素は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

全りんは、St.1、St.2、St.4 の下層で環境基準を満たしていなかった。 

クロロフィルａは、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 
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表 4-1-1-1 水質調査結果(定点監視) 

調査年月日： 平成28年8月9日

項目＼地点番号 St.1 St.2 St.3 St.4 最小値 ～ 最大値 平均値

調査時刻 11:30 12:10 10:42 12:50

水温 上層 28.7 29.2 27.9 28.8   27.9   ～   29.2   28.7 

（℃） 下層 23.7 23.9 24.6 24.0   23.7   ～   24.6   24.1 

塩分 上層 30.8 30.5 30.9 30.6   30.5   ～   30.9   30.7 

（－） 下層 32.1 32.0 31.8 32.0   31.8   ～   32.1   32.0 

濁度 上層 <1 <1 <1 <1 <1 ～ <1 <1

（度(ｶｵﾘﾝ)） 下層 2  2  1  2  1  ～ 2  2  

ｐＨ 上層 8.2 8.2 8.1 8.2   8.1   ～   8.2   －

（－） 下層 7.6 7.6 7.7 7.6   7.6   ～   7.7   －

ＳＳ 上層 1  2  2  2  1  ～ 2  2  

（mg/L） 下層 2  2  2  2  2  ～ 2  2  

ＶＳＳ 上層 <1 1  1  1  <1 ～ 1  1  

（mg/L） 下層 1  1  1  1  1  ～ 1  1  

ＣＯＤ 上層 2.5 3.0 3.4 2.9 2.5 ～ 3.4 3.0

（mg/L） 下層 2.4 2.3 2.3 2.5 2.3 ～ 2.5 2.4

ＤＯ 上層 7.9 8.3 7.3 7.9 7.3 ～ 8.3 7.9

（mg/L） 下層 <0.5 0.7 2.0 <0.5 <0.5 ～ 2.0 0.9

全窒素 上層  0.21  0.22  0.28  0.26  0.21 ～  0.28 0.24

（mg/L） 下層  0.36  0.37  0.29  0.37  0.29 ～  0.37 0.35

全りん 上層   0.027   0.038   0.047   0.037   0.027 ～   0.047   0.037

（mg/L） 下層   0.096   0.11   0.083   0.11   0.083 ～   0.11   0.10

ｸﾛﾛﾌｨﾙa 上層 2.2 2.4 4.0 2.6 2.2 ～ 4.0 2.8

（μg/L） 下層 3.5 3.5 4.1 3.7 3.5 ～ 4.1 3.7  
測定層は、上層：海面下 1ｍ、下層：海底面上 2ｍ 
平均値は、下限値未満の場合は下限値を用いて計算した。（全地点が下限値未満の場合を除く。） 



 6 

表 4-1-1-2 水質調査結果 

調査年月日：平成28年8月9日

分析項目＼調査地点 単位 St.1 St.2 St.3 St.4

カドミウム mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

全シアン mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

鉛 mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

六価クロム mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

砒素 mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

総水銀 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

アルキル水銀 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

PCB mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ジクロロメタン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

四塩化炭素 mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

1.3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

チウラム mg/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

シマジン mg/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

チオベンカルブ mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ベンゼン mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

セレン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

硝酸性窒素 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

亜硝酸性窒素 mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

1,4-ジオキサン mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

塩化ビニルモノマー mg/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

フェノール類 mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

銅 mg/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

亜鉛 mg/L 0.002 0.002 0.003 0.002

溶解性鉄 mg/L <0.08 <0.08 <0.08 <0.08

溶解性マンガン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

全クロム mg/L <0.03 <0.03 <0.03 <0.03

n-ヘキサン抽出物質 mg/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5  
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表 4-1-1-3 現場機器測定結果 

調査年月日：

調査地点 St.1 調査地点 St.2

時刻 11:30 時刻 12:10

水深(ｍ) 12.7 水深(ｍ) 13.7

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ） 層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ）

0.5 28.7 30.8 8.2 8.0 124 <1 0.5 29.3 30.5 8.2 8.3 129 <1

1.0 28.7 30.8 8.2 7.9 123 <1 1.0 29.2 30.5 8.2 8.3 130 <1

2.0 28.6 30.8 8.2 7.9 122 <1 2.0 28.0 30.9 8.1 7.4 114 1

3.0 28.5 30.8 8.2 7.9 122 1 3.0 27.1 31.1 8.1 6.3 96 1

4.0 26.6 31.4 8.0 5.9 89 1 4.0 26.3 31.4 8.0 5.5 82 1

5.0 26.2 31.5 8.0 5.6 83 1 5.0 25.6 31.6 7.9 3.8 57 1

6.0 25.4 31.6 7.9 3.5 52 1 6.0 24.9 31.8 7.8 2.7 40 1

7.0 24.3 31.9 7.7 1.8 27 1 7.0 24.6 31.8 7.7 2.0 30 1

8.0 23.9 32.0 7.6 0.9 14 1 8.0 24.4 31.9 7.7 1.7 25 1

9.0 23.9 32.0 7.6 0.7 11 1 9.0 24.3 31.9 7.7 1.5 23 1

10.0 23.8 32.1 7.6 0.6 9 2 10.0 24.2 32.0 7.7 1.0 15 2

11.0 - - - - - - 11.0 24.0 32.0 7.6 0.7 11 2

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 23.7 32.1 7.6 <0.5 7 2 B-2.0 23.9 32.0 7.6 0.7 11 2

B-1.0 23.7 32.1 7.6 <0.5 7 2 B-1.0 23.9 32.0 7.6 0.9 13 2

B-0.5 23.7 32.1 7.6 <0.5 7 2 B-0.5 23.9 32.1 7.6 0.8 12 2

調査地点 St.3 調査地点 St.4

時刻 10:42 時刻 12:50

水深(ｍ) 8.8 水深(ｍ) 11.8

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

項目
水温 塩分 ｐＨ ＤＯ ＤＯ 濁度

層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ） 層( ｍ ) （ ℃ ） （ － ） （ － ） （ ㎎/L ） （ ％ ） （ 度 ( ｶｵﾘﾝ ) ）

0.5 28.4 30.7 8.2 7.3 113 <1 0.5 29.1 30.6 8.2 8.1 126 <1

1.0 27.9 30.9 8.1 7.3 112 <1 1.0 28.8 30.6 8.2 7.9 123 <1

2.0 27.3 31.2 8.1 6.9 104 1 2.0 28.6 30.6 8.2 7.6 117 <1

3.0 27.2 31.2 8.1 6.9 104 1 3.0 27.5 30.9 8.1 6.6 101 1

4.0 26.4 31.4 8.0 5.6 84 1 4.0 25.5 31.6 7.8 3.0 44 1

5.0 25.6 31.6 7.9 3.6 54 1 5.0 24.9 31.7 7.7 1.3 20 1

6.0 25.0 31.7 7.8 2.4 36 1 6.0 24.7 31.8 7.6 0.8 13 1

7.0 - - - - - - 7.0 24.4 31.9 7.6 0.6 10 1

8.0 - - - - - - 8.0 24.2 32.0 7.6 0.6 10 1

9.0 - - - - - - 9.0 24.1 32.0 7.6 0.5 8 1

10.0 - - - - - - 10.0 - - - - - -

11.0 - - - - - - 11.0 - - - - - -

12.0 - - - - - - 12.0 - - - - - -

13.0 - - - - - - 13.0 - - - - - -

14.0 - - - - - - 14.0 - - - - - -

15.0 - - - - - - 15.0 - - - - - -

B-2.0 24.6 31.8 7.7 2.0 29 1 B-2.0 24.0 32.0 7.6 <0.5 5 2

B-1.0 24.1 32.0 7.6 0.6 9 3 B-1.0 24.0 32.0 7.6 <0.5 4 3

B-0.5 23.9 32.0 7.6 <0.5 6 3 B-0.5 23.9 32.0 7.6 <0.5 4 3

平成28年8月9日
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表 4-1-1-4 定点監視野帳 

調査地点

St.1 St.2 St.3 St.4

調査日 8月9日 8月9日 8月9日 8月9日

調査開始時刻 11:30 12:10 10:42 12:50

天気・雲量 晴・4 晴・3 晴・6 晴・4

風向・風力 W・2 WNW・3 SSW・1 W・3

風浪階級 1 1 1 1

気温 ℃ 30.8    31.0    30.5    31.8    

水深 ｍ 12.7    13.7    8.8    11.8    

透明度 ｍ 6.6    5.8    5.8    5.1    

水色 dark dark dark dark

green green green green

(ﾏﾝｾﾙ値) (5G2.4/3) (5G2.4/3) (5G2.4/3) (5G2.4/3)

赤潮の有無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無

水温 ℃ 上 28.7    29.2    27.9    28.8    

下 23.7    23.9    24.6    24.0    

透視度 cm 上 >50      >50      >50      >50      

下 >50      >50      >50      >50      

流速 cm/sec 上 2.8    2.1    2.2    2.0    

下 3.0    2.4    2.7    1.2    

流向 （°） 上 350      275      353      61      

下 315      292      317      327      

注：測定層は、上層：海面下1m、下層：海底上2m

項目 単位 層
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表 4-1-1-5 定点監視調査結果と環境基準との比較 

平成28年8月9日

項目＼地点番号 St.1 St.2 St.3 St.4 環境基準値注）

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 × × ○ ×

上層 ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○

下層 × × ○ ×

全窒素       1mg/L 以下

全りん    0.09mg/L 以下

ｐＨ 7.0 以上 8.3 以下

ＣＯＤ       8mg/L　以下

ＤＯ       2mg/L　以上

 

備考）○：基準内   ×：基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域は C 類型、Ⅳ類型に該当。 
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表 4-1-1-6 定点監視調査結果と環境基準との比較 

調査年月日：平成28年8月9日

分析項目＼調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4 環境基準値注1)

カドミウム ○ ○ ○ ○ 0.003 mg/L以下

全シアン ○ ○ ○ ○ 検出されないこと注2)

鉛 ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

六価クロム ○ ○ ○ ○ 0.05 mg/L以下

砒素 ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

総水銀 ○ ○ ○ ○ 0.0005 mg/L以下

アルキル水銀 ○ ○ ○ ○ 検出されないこと

PCB ○ ○ ○ ○ 検出されないこと

ジクロロメタン ○ ○ ○ ○ 0.02 mg/L以下

四塩化炭素 ○ ○ ○ ○ 0.002 mg/L以下

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ ○ ○ 0.004 mg/L以下

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ ○ ○ 0.1 mg/L以下

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ ○ ○ 0.04 mg/L以下

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ ○ ○ 1 mg/L以下

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ○ ○ ○ ○ 0.006 mg/L以下

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

1.3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ○ ○ ○ ○ 0.002 mg/L以下

チウラム ○ ○ ○ ○ 0.006 mg/L以下

シマジン ○ ○ ○ ○ 0.003 mg/L以下

チオベンカルブ ○ ○ ○ ○ 0.02 mg/L以下

ベンゼン ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

セレン ○ ○ ○ ○ 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素 ○ ○ ○ ○

亜硝酸性窒素 ○ ○ ○ ○

1,4-ジオキサン ○ ○ ○ ○ 0.05 mg/L以下

塩化ビニルモノマー ○ ○ ○ ○ 0.002 mg/L以下注3)

10 mg/L以下

 

備考） ○：基準内   ×：基準外 

注 1) 環境基準値は「人の健康の保護に関する環境基準」による。 

注 2) 「検出されないこと」とは、分析方法に掲げる方法により分析した場合において、

その結果が当該方法の定量限界を下回ることをいう。 

注 3) 塩化ビニルモノマーについては、要監視項目の指針値と比較した。 
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４－１－２ 補助監視結果及び環境基準、監視基準との比較 

水質調査結果を表 4-1-2-1～表 4-1-2-4、補助監視野帳を表 4-1-2-5～表 4-1-2-8 に示す。

また、環境基準との比較を表 4-1-2-9、監視基準との比較を表 4-1-2-10 に示す。 

なお、護岸開口部の St.S-1 と St.S-2 における濁度の監視基準は、バックグラウンドの

最低値との差が上層は+3 度（カオリン）未満、下層は+11 度（カオリン）未満としてい

る。 

 

・ 8 月 3 日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、St.S-1、St.S-2 の下層で環境基準を満たしていなかった。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 

 

 

・ 8 月 9 日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、全地点の下層で環境基準を満たしていなかった。 

濁度は、St.B-1 の下層でやや高い値がみられたが、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 

３）採水分析項目 

SS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 

VSS は、全地点全層において特に高い値はみられなかった。 
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・ 8 月 17 日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

濁度は、全地点全層において特に高い値はみられず、護岸開口部で監視基準値を超える

濁りはみられなかった。 

 

 

・ 8 月 24 日 

１）調査地点の概況 

特記事項はなし。 

２）現場機器測定 

pH は、全地点全層において環境基準を満たしていた。 

DO は、St.S-2、St.B-3 の下層で環境基準を満たしていなかった。 

濁度は、St.B-2 の下層でやや高い値がみられ、St.B-1 の下層で高い値がみられたが、

護岸開口部で監視基準値を超える濁りはみられなかった。 

 

 

 

 



 

1
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表 4-1-2-1 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 55 09 ： 40 － 09 ： 00 09 ： 15 09 ： 28 －

水温 上層 27.7 ～ 28.5 27.9

（℃） 下層 24.0 ～ 24.7 24.2

塩分 上層 30.5 ～ 30.6 30.6

(－) 下層 31.8 ～ 31.9 31.9

濁度 上層 <1 ～ <1 <1

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層 1 ～ 1 1

ｐＨ 上層 8.1 ～ 8.2 －

(－) 下層 7.7 ～ 7.9 －7.8

備　　　　考

1 1 2 1

7.9 7.7 7.8 7.8

1

8.1 8.2 8.2 8.1 8.2

31.8 31.9 32.0 32.0 31.8

<1 <1 <1 <1 <1

24.7 24.0 24.0 24.1 24.4

30.6 30.5 30.3 31.0 30.5

28.1

調査年月日　: 平成28年8月3日

項目＼地点番号 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

調査時刻

27.7 28.5 28.0 27.6

 

測定層は、上層：海面下 1ｍ、下層：海底面上 2ｍ 
 



 

1
4
 

表 4-1-2-2 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

10 ： 22 10 ： 02 － 09 ： 20 09 ： 39 09 ： 50 －

水温 上層 27.7 ～ 29.0 28.5

（℃） 下層 23.9 ～ 25.1 23.7

塩分 上層 30.3 ～ 31.1 30.6

(－) 下層 31.7 ～ 32.2 32.0

濁度 上層 <1 ～ 1 <1

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層 1 ～ 2 3

ｐＨ 上層 8.1 ～ 8.2 －

(－) 下層 7.6 ～ 7.7 －

上層 1 ～ 1 1

下層 2 ～ 3 3

上層 <1 ～ 1 1

下層 1 ～ 1 11

備　　　　考

VSS(mg/L)
1 <1 1 <1 <1

1 1 1 1

1

2 3 2 3 3

7.7 7.6 7.6 7.6 7.6

SS(mg/L)　
1 1 1 1

1 2 4 3 2

8.1 8.2 8.2 8.2 8.3

31.7 32.2 32.0 32.1 32.0

1 <1 <1 <1 <1

25.1 23.9 23.4 23.7 24.1

31.1 30.3 30.6 30.7 30.4

28.9

調査年月日　: 平成28年8月9日

項目＼地点番号 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

調査時刻

27.7 29.0 28.2 28.3

 

測定層は、上層：海面下 1ｍ、下層：海底面上 2ｍ 
平均値は、下限値未満（＜1）を「1」として計算した。（全地点が下限値未満（＜1）の場合を除く。） 

 



 

1
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表 4-1-2-3 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 30 09 ： 45 － 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20 －

水温 上層 29.0 ～ 29.3 28.6

（℃） 下層 26.9 ～ 26.9 26.7

塩分 上層 30.7 ～ 31.1 31.1

(－) 下層 31.7 ～ 31.8 31.7

濁度 上層 1 ～ 1 1

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層 1 ～ 3 1

ｐＨ 上層 8.2 ～ 8.3 －

(－) 下層 8.0 ～ 8.0 －

調査年月日　: 平成28年8月17日

項目＼地点番号 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

調査時刻

29.3 29.0 28.8 28.1 28.9

26.9 26.9 26.5 26.5 27.2

30.7 31.1 31.2 31.3 30.9

31.7 31.8 31.8 31.8 31.6

1 1 1 1 1

1 3 1 2 1

8.1

8.3 8.2 8.3 8.2 8.3

備　　　　考

8.0 8.0 8.0 8.0

 

測定層は、上層：海面下１ｍ、下層：海底面上２ｍ 
 



 

1
6
 

表 4-1-2-4 水質調査結果(補助監視地点) 

最小値 ～ 最大値 平均値

09 ： 40 09 ： 31 － 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20 －

水温 上層 26.6 ～ 27.1 27.0

（℃） 下層 25.3 ～ 25.4 25.4

塩分 上層 31.9 ～ 32.1 32.0

(－) 下層 32.3 ～ 32.4 32.4

濁度 上層 2 ～ 2 1

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層 2 ～ 3 5

ｐＨ 上層 8.0 ～ 8.1 －

(－) 下層 7.8 ～ 7.8 －

調査年月日　: 平成28年8月24日

項目＼地点番号 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

調査時刻

26.6 27.1 26.8 26.5 27.6

25.4 25.3 25.5 25.5 25.3

32.1 31.9 32.0 32.1 31.8

32.4 32.3 32.4 32.5 32.2

2 2 1 1 2

3 2 8 4 2

7.7

8.0 8.1 8.1 8.1 8.2

備　　　　考

7.8 7.8 7.9 8.0

 

測定層は、上層：海面下 1ｍ、下層：海底面上 2ｍ 
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表 4-1-2-5 補助監視野帳 

09 ： 55 09 ： 40 09 ： 00 09 ： 15 09 ： 28

晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5 晴 ・ 5

NW ・ 1 NW ・ 1 NW ・ 2 NW ・ 2 NW ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

調査地点 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

平成28年8月3日

調査開始時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級 1 1 2 2 1

気温（℃） 30.4 30.2 28.9 29.3 29.8

水深（ｍ） 11.1 10.7 13.3 13.6 8.3

透明度（ｍ） 3.5 4.5 4.8 5.4 3.8

dark dark dark dark dark

水色 green green green green green

5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

赤潮の状態 無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無 無

水温(℃)
27.7 28.5 28.0 27.6 28.1

24.7 24.0 24.0 24.1 24.4

ｐＨ(－)
8.1 8.2 8.2 8.1 8.2

7.9 7.7 7.8 7.8 7.8

32.0 32.0 31.8

<1 <1 <1

塩分(－)
30.6 30.5 30.3 31.0 30.5

31.8 31.9

6.8 7.1 7.7 7.4 7.3

1.7 1.9 3.3 3.6 2.7

104 109

 0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= <1

26 28 48 52 40

<1 <1

118 112 112

 0  0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 1

1 1 2 1 1

 0
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表 4-1-2-6 補助監視野帳 

10 ： 22 10 ： 02 09 ： 20 09 ： 39 09 ： 50

晴 ・ 6 晴 ・ 7 晴 ・ 6 晴 ・ 7 晴 ・ 7

W ・ 2 W ・ 2 SW ・ 2 W ・ 2 W ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

調査地点 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

平成28年8月9日

調査開始時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級 1 1 1 1 1

気温（℃） 29.4 29.3 29.0 29.2 29.5

水深（ｍ） 10.3 10.5 13.3 13.6 8.4

透明度（ｍ） 6.9 6.0 8.0 7.4 6.2

dark dark dark dark dark

水色 green green green green green

5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

赤潮の状態 無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無 無

水温(℃)
27.7 29.0 28.2 28.3 28.9

25.1 23.9 23.4 23.7 24.1

ｐＨ(－)
8.1 8.2 8.2 8.2 8.3

7.7 7.6 7.6 7.6 7.6

32.0 32.1 32.0

<1 <1 <1

塩分(－)
31.1 30.3 30.6 30.7 30.4

31.7 32.2

6.9 8.1 7.8 7.7 8.2

1.7 0.8 <0.5 <0.5 <0.5

105 125

 0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= <1

25 12 <1 6 3

1 <1

119 119 127

 -1  0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 2

1 2 4 3 2

 0
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表 4-1-2-7 補助監視野帳 

09 ： 30 09 ： 45 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20

曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10 曇 ・ 10

SW ・ 2 SW ・ 2 SW ・ 2 SW ・ 2 SW ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

調査地点 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

平成28年8月17日

調査開始時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級 2 2 2 2 2

気温（℃） 29.8 30.0 29.6 29.7 29.7

水深（ｍ） 10.5 11.1 13.3 13.4 8.5

透明度（ｍ） 4.4 5.3 4.8 5.4 4.5

dark dark dark dark dark

水色 green green green green green

5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3 5G2.4/3

赤潮の状態 無 無 無 無 無

油膜の有無 無 無 無 無 無

水温(℃)
29.3 29.0 28.8 28.1 28.9

26.9 26.9 26.5 26.5 27.2

ｐＨ(－)
8.3 8.2 8.3 8.2 8.3

8.0 8.0 8.0 8.0 8.1

31.8 31.8 31.6

1 1 1

塩分(－)
30.7 31.1 31.2 31.3 30.9

31.7 31.8

8.5 6.5 7.6 7.4 8.0

5.9 5.1 5.6 5.4 6.2

133 102

 0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 1

90 78 84 82 94

1 1

118 114 124

 0  +2 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 1

1 3 1 2 1

 0
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表 4-1-2-8 補助監視野帳 

09 ： 40 09 ： 31 09 ： 00 09 ： 10 09 ： 20

晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3 晴 ・ 3

NNW ・ 2 N ・ 1 NNW ・ 2 N ・ 2 N ・ 2

上層

下層

上層

下層

上層

下層

ＤＯ 上層

(mg/L) 下層

ＤＯ飽和度 上層

(%) 下層

濁度 上層

( 度(ｶｵﾘﾝ) ) 下層

濁度 上層

(BGとの差) 下層

測定層は、上層：海面下1ｍ、下層：海底上2ｍ
濁度（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、「各点各層濁度」-「ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの濁度最小値」とし、
下限値未満（<1)は「１」として計算した。
濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が3度・ｶｵﾘﾝ未満、下層が11度・ｶｵﾘﾝ未満

調査地点 Ｓ－１ Ｓ－２ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｂ－３

平成28年8月24日

調査開始時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級 1 1 1 1 1

気温（℃） 29.8 29.5 28.3 28.7 29.3

水深（ｍ） 10.6 10.8 13.2 13.4 8.5

透明度（ｍ） 3.9 3.9 4.2 4.1 3.8

dark dark dark dark grayish

水色 yellowish yellowish yellowish yellowish olive

green green green green green

10GY3/4 10GY3/4 10GY3/4 10GY3/4 5GY3/3

赤潮の状態 無 無 無 無 弱

油膜の有無 無 無 無 無 無

水温(℃)
26.6 27.1 26.8 26.5 27.6

25.4 25.3 25.5 25.5 25.3

ｐＨ(－)
8.0 8.1 8.1 8.1 8.2

7.8 7.8 7.9 8.0 7.7

32.4 32.5 32.2

1 1 2

塩分(－)
32.1 31.9 32.0 32.1 31.8

32.4 32.3

4.7 6.1 6.3 5.8 8.2

2.9 1.8 4.0 4.6 1.1

71 93

 +1 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 1

44 27 60 69 17

2 2

95 87 126

 +1  0 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(BG)値= 2

3 2 8 4 2

 +1 
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表 4-1-2-9 補助監視調査結果の環境基準との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考）○：基準内   ×：基準外 

注）環境基準値は「生活環境の保全に関する環境基準」による。当調査海域は C 類型、Ⅳ類型に該当。 

pH：7.0 以上 8.3 以下  DO：２mg/L 以上 

調査日 項目＼地点番号 S-1 S-2 B-1 B-2 B-3

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 × × ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 × × × × ×

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ ○ ○ ○ ○

上層 ○ ○ ○ ○ ○

下層 ○ × ○ ○ ×

8月3日

ｐＨ

ＤＯ

8月9日

ｐＨ

ＤＯ

8月17日

ｐＨ

ＤＯ

8月24日

ｐＨ

ＤＯ



 

 

 

2
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表 4-1-2-10 補助監視点の濁度(バックグラウンド値との差) 

調査日＼地点番号 S-1 評価 S-2 評価 バックグラウンド（BG)値

上層  0 ○  0 ○ <1

下層  0 ○  0 ○ 1

上層  0 ○  0 ○ <1

下層  -1 ○  0 ○ 2

上層  0 ○  0 ○ 1

下層  0 ○  +2 ○ 1

上層  +1 ○  +1 ○ 1

下層  +1 ○  0 ○ 2

8月3日

8月9日

8月17日

8月24日

 
備考）○：基準内   ×基準外 （濁度の監視基準（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ値との差）は、上層が 3 度・ｶｵﾘﾝ

未満、下層が 11 度・ｶｵﾘﾝ未満） 
注 ）濁度（BG との差）の計算は、「各点各層濁度」－「バックグラウンドの濁度最小値」とした。 

              下限値未満(<1)は「1」として計算した。 
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４－２ 底質調査結果 

底質調査結果のうち、含有試験の結果を表 4-2-1、溶出試験の結果を表 4-2-2、底質調

査野帳を表 4-2-3 に示す。 

  粒度組成の結果は、St.1 は砂分及びシルト・粘土分が、St.2 はシルト・粘土分が、St.3

は礫分及び砂分が、St.4 はシルト・粘土分が多い土質であった。 

  その他の項目では、特に高い値はみられなかった。 

  溶出試験の分析結果は、砒素又はその化合物、フッ化物以外の項目において報告下限

値未満であり、これらを含め、すべての項目で水底土砂の判定基準未満であった。 

 



 

 

 

2
4
 

表 4-2-1 底質調査（含有試験）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日

項目＼地点番号 1 2 3 4 最小値 ～ 最大値 平均値

調査時刻 10:40 11:45 9:30 12:45 － －

粗礫分 (19～75 mm) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ～ 0.0 0.0

中礫分 (4.75～19 mm) 4.7 0.0 13.3 0.0 0.0 ～ 13.3 4.5

細礫分 (2.00～4.75 mm) 9.8 0.8 16.6 2.0 0.8 ～ 16.6 7.3

粗砂分 (0.850～2.00 mm) 10.7 0.7 15.2 2.1 0.7 ～ 15.2 7.2

中砂分 (0.250～0.850 mm) 18.2 2.2 39.4 5.5 2.2 ～ 39.4 16.3

細砂分 (0.075～0.250 mm) 13.2 5.0 14.6 9.4 5.0 ～ 14.6 10.6

 (%) ｼﾙﾄ分 (0.005～0.075 mm) 28.4 37.6 39.3 0.9 ～ 39.3 26.6

粘土分 (0.005 mm以下) 15.0 53.7 41.7 0.9 ～ 53.7 27.8

ＣＯＤ　(mg/g 乾泥) 11 37 3.5 28 3.5 ～ 37 20

全硫化物 　(mg/g 乾泥) 0.05 0.59 0.02 0.49 0.02 ～ 0.59 0.29

全窒素 　　(mg/g 乾泥) 0.90 3.3 0.25 2.1 0.25 ～ 3.3 1.6

全リン   　(mg/g 乾泥) 0.31 0.50 0.12 0.38 0.12 ～ 0.50 0.33

強熱減量　   (％) 7.3 10.4 1.3 11.1 1.3 ～ 11.1 7.5

含水率　     (％) 43.5 75.6 22.6 68.8 22.6 ～ 75.6 52.6

ｐＨ 8.0 8.0 7.7 8.0 7.7 ～ 8.0 7.9

総水銀　(mg/kg) 0.18 0.22 0.04 0.15 0.04 ～ 0.22 0.15

PCB  　 (mg/kg) <0.01 0.01 <0.01 0.01 <0.01 ～ 0.01 0.01

有機塩素化合物  　 (mg/kg)  <4   8 <4   <4   <4   ～ 8 5

ノルマルヘキサン抽出物質 (mg/g) <0.5 2.2 <0.5 1.7 <0.5 ～ 2.2 1.2

酸化還元電位    (mV) - 202 - 220 - 205 - 238 -238 ～ -202 -216

注1) 粒度組成の平均値のうちシルト分、粘土分については、St.3をそれぞれ0.9として平均した。
注2) 平均値は、下限値未満の場合は下限値を用いて計算した。（全地点が下限値未満の場合を除く。）
注3) 酸化還元電位の値は、標準水素電極の値に換算したものである。

粒
度
組
成

0.9
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表 4-2-2 底質調査（溶出試験）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日

分析項目＼調査地点 単位 St.1 St.2 St.3 St.4

アルキル水銀化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

水銀又はその化合物 mg/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

カドミウム又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

鉛又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

有機りん化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

六価クロム化合物 mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

砒素又はその化合物 mg/L 0.01 <0.01 <0.01 <0.01

シアン化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ＰＣＢ mg/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

銅又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

亜鉛又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

フッ化物 mg/L 0.2 0.5 0.1 0.4

トリクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

テトラクロロエチレン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

ベリリウム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

クロム又はその化合物 mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ニッケル又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

バナジウム又はその化合物 mg/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ジクロロメタン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

四塩化炭素 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

1,2-ジクロロエタン mg/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

シス-1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04

1,1,1-トリクロロエタン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1,1,2-トリクロロエタン mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

チウラム mg/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006

シマジン mg/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003

チオベンカルブ mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ベンゼン mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

セレン又はその化合物 mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

1,4-ジオキサン mg/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05
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表 4-2-3 底質調査野帳 

 

 

 10:40 ～ 11:15 11:45 ～ 12:10 9:30 ～ 10:05 12:45 ～ 13:20

晴 ・ 3 晴 ・ 2 晴 ・ 4 晴 ・ 2

WSW ・ 1 W ・ 1 W ・ 2 WSW ・ 2

調査年月日： 平成28年8月8日

調査地点 1 2 3 4

調査時刻

天気・雲量

風向・風力

風浪階級 1 1 1

気温　(℃) 30.2 30.3 29.3 31.8

1

臭　　　気 無 強硫化水素臭 微硫化水素臭 強硫化水素臭

水深　(m) 13.0 14.0 8.8 12.0

性　　　状 シルト混じり砂 シルト混じり粘土 礫混じり砂 シルト混じり粘土

泥温　(℃) 23.8 23.4 24.4 22.8

greenish gray black gray

10GY2/1 10Y3/2 10GY2/110GY4/1

夾　雑　物 貝片 貝片 貝片 貝片

泥　　　色

dark greenish olive greenish

gray

-202 -220 -205 -238酸化還元電位(mV)

特記事項
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４－３ 水生生物調査結果 

４－３－１ 植物プランクトン調査結果 

植物プランクトン調査結果の概要を表 4-3-1-1、出現種一覧を表 4-3-1-2、出現種ごとの

細胞数を表 4-3-1-3、水平分布を図 4-3-1 に示す。 

上層の種類数は 46～61 種類の範囲にあり、St.4 で最も多かった。総種類数は 75 種類

であった。下層の種類数は 49～62 種類の範囲にあり、St.4 で最も多かった。総種類数は

76 種類であった。 

上層の細胞数は 1,099,000～2,357,400 細胞/L の範囲にあり、St.2 で最も多かった。全

地点の平均細胞数は 1,969,300 細胞/L であった。下層の細胞数は 327,600～573,200 細胞

/L の範囲にあり、St.1 で最も多かった。全地点の平均細胞数は 460,900 細胞/L であった。 

上層の沈殿量は 0.9～1.7ml/L の範囲にあった。下層の沈殿量は 0.2～0.5ml/L の範囲に

あった。 

主要種は、上層では珪藻綱の Chaetoceros distans (ｷ-ﾄｹﾛｽ  ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ)、Chaetoceros 

curvisetum (ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ)、Leptocylindrus danicus (ﾚﾌﾟﾄｷﾘﾝﾄﾞﾙｽ ﾀﾞﾆｸｽ)などで、下層で

は珪藻綱の Chaetoceros distans (ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ)、Cylindrotheca closterium(ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘ

ｳﾑ)、Thalassiosira sp. (ﾀﾗｼｵｼﾗ属)などであった。主要種は、いずれも内湾から沿岸域で普通

にみられる種類である。 

 

 

４－３－２ 動物プランクトン調査結果 

動物プランクトン調査結果の概要を表 4-3-2-1、出現種一覧を表 4-3-2-2、出現種ごとの

個体数を表 4-3-2-3、水平分布を図 4-3-2 に示す。 

種類数は 22～28 種類の範囲にあり、St.2 で最も多かった。総種類数は 38 種類であっ

た。 

個体数は 72,548～134,959 個体/m3の範囲にあり、St.3 で最も多かった。全地点の平均

個体数は 114,268 個体/m3であった。 

沈殿量は 18.2～33.7ml/m3 の範囲にあり、St.4 で最も多かった。全地点の平均沈殿量

は 23.2ml/m3であった。 

主要種は、カイアシ目の Oithona sp. (ｵｲﾄﾅ属)、Oithona davisae(ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ)、ゴカイ

綱の nectochaeta of POLYCHAETA(ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生)などであった。主要種は、いずれ

も内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 
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４－３－３ 底生生物調査結果 

底生生物調査結果の概要を表 4-3-3-1、出現種一覧を表 4-3-3-2、出現種ごとの個体数及

び湿重量をそれぞれ表 4-3-3-3、表 4-3-3-4、水平分布を図 4-3-3 に示す。 

種類数は 0～46種類の範囲にあり、St.3で最も多かった。総種類数は53種類であった。 

個体数は 0～472 個体/0.1m2の範囲にあり、St.3 で最も多かった。全地点の平均個体数

は 143 個体/0.1m2であった。 

湿重量は 0～10.72g/0.1m2 の範囲にあり、St.3 で最も多かった。全地点の平均湿重量

は 4.87g/0.1m2であった。 

主要種は、環形動物門のアオニデスオキセファラ、軟体動物門のホトトギスガイ、シズ

クガイなどであった。主要種は、いずれも内湾から沿岸域で普通にみられる種類である。 

なお、シズクガイは、沿岸の有機汚染域に多く、貧酸素条件を生じやすい重汚染域に

も出現するとされる種である。 

 

４－３－４ 魚卵・稚仔魚調査結果 

魚卵調査結果の概要を表 4-3-4-1、出現種一覧を表 4-3-4-2、出現種ごとの個数を表

4-3-4-3、水平分布を図 4-3-4-1 に示す。 

また、稚仔魚調査結果の概要を表 4-3-4-4、出現種一覧を表 4-3-4-5、出現種ごとの個体

数を表 4-3-4-6、水平分布を図 4-3-4-2 に示す。 

 

４－３－４－１ 魚卵 

種類数は 4～6 種類の範囲にあり、総種類数は 7 種類であった。 

個数は 46,788～69,089 個/1,000m3の範囲にあり、St.1 で最も多かった。全地点の平均

個数は 62,729 個/1,000m3であった。 

主要種は、脊椎動物門の単脂卵(卵径 0.57～0.63mm)、カタクチイワシなどであった。

海域や時期、卵径範囲などからみて、個数の多かった単脂卵(卵径 0.57～0.63mm)は脊椎

動物門のヒイラギ及びベラ科である可能性が高いと推察される。主要種は、夏季の内湾か

ら沿岸域で普通にみられるタイプである。 

 

４－３－４－２ 稚仔魚 

種類数は 6～13 種類の範囲にあり、総種類数は 14 種類であった。 

個体数は 121～7,961 個体/1,000m3の範囲にあり、St.1 で最も多かった。全地点の平均

個体数は 2,843 個体/1,000m3であった。 

主要種は、脊椎動物門のカタクチイワシなどであった。主要種は夏季の内湾から沿岸域

で普通にみられる種類である。 
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４－３－５ 付着生物調査結果 

ベルトトランセクト法による付着生物出現種一覧を表 4-3-5-1、付着生物（植物）の藻

長測定結果を表 4-3-5-2、調査測点断面摸式を図 4-3-5-1、主な付着生物の鉛直分布を図

4-3-5-2 に示す。 

坪刈り法による付着生物（植物）調査結果の概要を表 4-3-5-3、出現種一覧を表 4-3-5-4、

出現種ごとの湿重量を表 4-3-5-5 に示す。また、付着生物（動物）調査結果の概要を表

4-3-5-6、出現種一覧を表 4-3-5-7、出現種ごとの個体数及び湿重量をそれぞれ表 4-3-5-8、

表 4-3-5-9 に示す。 

 

４－３－５－１ 調査地点概要 

調査地点は阪南港阪南 2 区内にある防波堤に位置する。St.A はコンクリートケーソン

である。海底は砂泥底であり、軟体動物門のムラサキイガイや環形動物門のカンザシゴカ

イ科の死骸が混在していた。St.B は捨て石式傾斜堤で上部は被覆石が積まれている。海

底は浮泥が堆積していた。 

 

４－３－５－２ ベルトトランセクト法（目視観察） 

① 植物 

St.A では、水深 0.5m～1.0m 付近に緑藻植物門のミルが、水深 2.5m～5.5m 付近に

紅藻植物門のイギス科が分布していた。 

St.B では、水深 0.5m～2.5m 付近に紅藻植物門のオキツノリが、水深 1.5m～5.5m

付近に紅藻植物門のマクサが、水深 1.5m～2.0m 付近と水深 4.0m～6.0m 付近に紅藻

植物門のツノマタ属が分布していた。 

 

② 動物 

St.A では、平均水面直上に軟体動物門のアラレタマキビガイが分布していた。平均

水面直下から水深 2.5m 付近に軟体動物門のムラサキイガイが、水深 0.5m～3.0m 付

近に海綿動物門が、水深 1.5m～3.5m 付近に触手動物門のフサコケムシ科が、水深

1.5m～4.5m 付近に環形動物門のカンザシゴカイ科が分布していた。 

St.B では、水深 0.5m～5.0m 付近に軟体動物門のコシダカガンガラや節足動物門の

ヤドカリ上科などが、水深 1.0m～2.0m 付近と海底付近に原索動物門のシロボヤなど

が僅かに分布していた。 

 

 

 

 



 

 

 

30 

４－３－５－３ 坪刈り 

① 植物 

St.Aの各層の種類数は0～4種類、St.Bの各層の種類数は1～13種類の範囲にあり、

St.A では中層及び下層で多く、St.B では下層で多かった。総種類数は 15 種類であっ

た。 

St.A の各層の湿重量は 0～0.82g/0.09m2、St.B の各層の湿重量は 0.01 未満～

94.52g/0.09m2の範囲にあり、St.A では下層で多く、St.B では中層で多かった。また、

湿重量の合計は St.A よりも St.B の方が多かった。全地点の平均湿重量は

27.93g/0.09m2であった。 

湿重量の主要種は、St.A では紅藻植物門のイギス属などであった。St.B では紅藻植

物門のオキツノリ、テングサ科、マクサ、ムカデノリなどであった。主要種は内湾か

ら沿岸域で普通にみられる種類であった。 

 

② 動物 

St.A の各層の種類数は 29～52 種類、St.B の各層の種類数は 1～69 種類の範囲にあ

り、St.A では中層及び下層で多く、St.B では下層で多かった。総種類数は 125 種類

であった。 

St.A の各層の個体数は 1,568～2,810個体/0.09m2、St.B の各層の個体数は 9～2,739

個体/0.09m2の範囲にあり、St.A、St.B ともに下層で多かった。また、個体数の合計

は St.B よりも St.A の方が多かった。全地点の平均個体数は 1,670 個体/0.09m2であ

った。 

St.A の各層の湿重量は 81.05～593.00g/0.09m2、St.B の各層の湿重量は 0.38～

138.84g/0.09m2の範囲にあり、St.A では中層で多く、St.B では下層で多かった。ま

た、湿重量の合計は St.B よりも St.A の方が多かった。全地点の平均湿重量は

201.49g/0.09m2であった。 

個体数の主要種は、St.A では環形動物門のドデカケリア属、軟体動物門のムラサキ

イガイなどで、St.B では軟体動物門のキヌマトイガイ、ホトトギスガイ、節足動物門

のウミグモ綱などであった。 

湿重量の主要種は、St.A では軟体動物門のムラサキイガイなどで、St.B では軟体

動物門のコシダカガンガラ、キヌマトイガイ、レイシガイなどであった。 

主要種は内湾から沿岸域で普通にみられる種類であった。 
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４－３－６ 漁獲対象動植物調査結果 

刺し網調査結果の概要を表 4-3-6-1、主要種を表 4-3-6-2、種類ごとの個体数及び湿重量

を表 4-3-6-3 に示す。また、底引網調査結果の概要を表 4-3-6-4、主要種を表 4-3-6-5、種

類ごとの個体数及び湿重量を表 4-3-6-6 に示す。 

 

４－３－６－１ 刺し網 

種類数は魚類が 2 種類、甲殻類が 5 種類、頭足類が 0 種類、その他が 1 種類であり、

総種類数は 8 種類であった。 

個体数は 1 網当たり、魚類が 17 個体、甲殻類が 31 個体、頭足類が 0 個体、その他が

2 個体であり、総個体数は 50 個体であった。 

湿重量は１網当たり、魚類が 121.2g、甲殻類が 179.0g、頭足類が 0g、その他が 12.4g

であり、総湿重量は 312.6g であった。 

主要種は、魚類は個体数、湿重量ともにカタクチイワシなど、甲殻類は個体数、湿重量

ともにマルバガニ、ケブカエンコウガニなどであった。主要種は、大阪湾で普通にみられ

る種類である。 

 

４－３－６－２ 底引網 

種類数は魚類が 1 種類、甲殻類が 6 種類、頭足類が 0 種類、その他が 3 種類であり、

総種類数は 10 種類であった。 

個体数は１網当たり、魚類が 1 個体、甲殻類が 7 個体、頭足類が 0 個体、その他が 22

個体であり、総個体数は 30 個体であった。 

湿重量は１網当たり、魚類が 5.3g、甲殻類が 60.7g、頭足類が 0g、その他が 180.4g で

あり、総湿重量は 246.4g であった。 

主要種は、魚類は個体数、湿重量ともにカタクチイワシ、甲殻類は個体数ではイッカク

クモガニなど、湿重量ではイシガニ、シャコなどであった。主要種は、大阪湾で普通にみ

られる種類である。 
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表 4-3-1-1(1) 植物プランクトン調査結果概要(上層) [平成 28 年度夏季分] 

 調査年月日:平成28年8月9日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 46  ～ 61  )

( 1,099,000  ～ 2,357,400  )

( 0.9 ～ 1.7 )

ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

419,200 (38.1) 918,400 (39.0) 851,200 (39.8) 1,363,200 (59.7) 820,000 (41.6)

ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ ﾚﾌﾟﾄｷﾘﾝﾄﾞﾙｽ ﾀﾞﾆｸｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ

主　　要　　種 233,600 (21.3) 403,200 (17.1) 579,200 (27.1) 348,800 (15.3) 446,000 (22.6)

細　　胞　　数 ﾚﾌﾟﾄｷﾘﾝﾄﾞﾙｽ ﾀﾞﾆｸｽ ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ ﾚﾌﾟﾄｷﾘﾝﾄﾞﾙｽ ﾀﾞﾆｸｽ

(カッコ内は組成比：%) 141,800 (12.9) 350,400 (14.9) 197,850 (10.0)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。
　　3.細胞数、沈殿量の単位は、1L当たりで示す。

細　　胞　　数

75            

1,969,300            

1.3          

2,137,200       

1.3     

61       

2,283,600       

1.1     

53       

1,099,000       

0.9     

46       

2,357,400       

1.7     

60       

１ ２ ３ ４

種　　類　　数

沈　　殿　　量
（mL）
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表 4-3-1-1(2) 植物プランクトン調査結果概要(下層) [平成 28 年度夏季分] 

 調査年月日:平成28年8月9日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 49  ～ 62  )

( 327,600  ～ 573,200  )

( 0.2 ～ 0.5 )

ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘｳﾑ ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘｳﾑ ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘｳﾑ

239,200 (41.7) 67,800 (20.7) 147,200 (34.4) 122,600 (23.8) 76,300 (16.6)

ﾈｵﾃﾞﾙﾌｨﾈｲｽ ﾍﾟﾗｼﾞｶ ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ﾀﾗｼｵｼﾗ属 ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

主　　要　　種 50,800 (15.5) 53,800 (12.6) 91,200 (17.7) 73,600 (16.0)

細　　胞　　数 微細鞭毛藻類 ﾈｵﾃﾞﾙﾌｨﾈｲｽ ﾍﾟﾗｼﾞｶ ﾀﾗｼｵｼﾗ属

(カッコ内は組成比：%) 45,600 (13.9) 53,400 (12.5) 58,950 (12.8)

ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目

43,200 (13.2) 47,200 (11.0)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。
　　3.細胞数、沈殿量の単位は、1L当たりで示す。

種　　類　　数

２ ３

76            

４

49       62       55       53       

１

514,600       細　　胞　　数

沈　　殿　　量
（mL）

0.3          
0.5     0.2     0.2     0.2     

573,200       428,200       
460,900            

327,600       



 

34 

表 4-3-1-2(1) 植物プランクトン出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月9日
番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 藍色植物 藍藻 ｸﾛｵｺｯｶｽ ｸﾛｵｺｯｶｽ Aphanocapsa sp.
2 ﾈﾝｼﾞｭﾓ ﾈﾝｼﾞｭﾓ Anabaena sp.
3 ﾕﾚﾓ Oscillatoriaceae ﾕﾚﾓ科

4 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ CRYPTOMONADALES ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目

5 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum dentatum
6 Prorocentrum micans
7 Prorocentrum minimum
8 Prorocentrum triestinum
9 Prorocentrum sp.

10 ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ Dinophysis acuminata
11 Dinophysis rotundata
12 Oxyphysis oxytoxoides
13 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodinium mikimotoi
14 Gymnodinium sp.
15 Gyrodinium sp.
16 GYMNODINIALES ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ目

17 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa sp.
18 Oblea sp.
19 Protoperidinium bipes
20 Protoperidinium leonis
21 Protoperidinium oblongum
22 Protoperidinium pallidum
23 Protoperidinium sp.
24 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella spinifera
25 Scrippsiella sp.
26 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Gonyaulax verior
27 ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium furca
28 Ceratium fusus
29 Ceratium macroceros
30 Ceratium tripos
31 PERIDINIALES ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ目

32 黄色植物 黄金色藻 ｱｳﾛｽﾌｧｴﾗ Meringosphaera sp.
33 ﾃﾞｨｸﾃｨｵｶ ﾃﾞｨｸﾃｨｵｶ Dictyocha fibula
34 ｴﾌﾞﾘｱ Ebria tripartita
35 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼﾗ Cyclotella sp.
36 Detonula pumila
37 Lauderia annulata
38 Skeletonema costatum
39 Thalassiosira anguste -lineata
40 Thalassiosira sp.
41 Thalassiosiraceae ﾀﾗｼｵｼﾗ科

42 ﾒﾛｼﾗ Leptocylindrus danicus
43 Leptocylindrus mediterraneus
44 Leptocylindrus minimus
45 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus wailesii
46 Coscinodiscus sp.
47 ﾍﾐﾃﾞｨｽｸｽ Actinocyclus sp.
48 ｱｽﾃﾛﾗﾑﾌﾟﾗ Asteromphalus sp.
49 ﾍﾘｵﾍﾟﾙﾀ Actinoptychus senarius
50 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Dactyliosolen sp.
51 Rhizosolenia calcar -avis
52 Rhizosolenia fragilissima
53 Rhizosolenia setigera
54 ﾋﾞﾀﾞﾙﾌｨｱ Cerataulina pelagica
55 ｷｰﾄｹﾛｽ Bacteriastrum furcatum
56 Bacteriastrum hyalinum
57 Bacteriastrum sp.
58 Chaetoceros affine
59 Chaetoceros compressum
60 Chaetoceros constrictum

注：Skeletonema costatumは、近年8種に分類されることが明らかとなっため、複数種を含む可能性がある。
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表 4-3-1-2(2) 植物プランクトン出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月9日
番号 門 綱 目 科 学名 和名

61 黄色植物 珪藻 円心 ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros costatum
62 Chaetoceros curvisetum
63 Chaetoceros diadema
64 Chaetoceros didymum
65 Chaetoceros distans
66 Chaetoceros lauderi
67 Chaetoceros lorenzianum
68 Chaetoceros rostratum
69 Chaetoceros sociale
70 Chaetoceros subtile
71 Chaetoceros sp.
72 ﾘﾄﾃﾞｽﾐｳﾑ Lithodesmium variabile
73 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ Fragilaria sp.
74 Licmophora sp.
75 Neodelphineis pelagica
76 Thalassionema nitzschioides
77 ｱｸﾅﾝﾃｽ Cocconeis sp.
78 ﾅｳﾞｨｷｭﾗ Amphiprora sp.
79 Haslea sp.
80 Navicula sp.
81 Pleurosigma sp.
82 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium
83 Nitzschia multistriata
84 Nitzschia pungens
85 Nitzschia sigma
86 Nitzschia sp.
87 PENNALES 羽状目

88 ﾗﾌｨﾄﾞ藻 ﾗﾌｨﾄﾞﾓﾅｽ ｳﾞｧｷｭｵﾗﾘｱ Heterosigma akashiwo
89 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ植物 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ EUGLENOPHYCEAE ﾐﾄﾞﾘﾑｼ綱

90 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 PRASINOPHYCEAE ﾌﾟﾗｼﾉ藻綱

91 緑藻 ｵｵﾋｹﾞﾏﾜﾘ ｸﾗﾐﾄﾞﾓﾅｽ Chlamydomonas sp.
92 ｸﾛﾛｺｯｸﾑ ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ Scenedesmus sp.
93 不明 不明 不明 不明 unknown micro-flagellate 微細鞭毛藻類
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表 4-3-1-3(1) 植物プランクトン調査結果(細胞数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月9日

調査点 １ ２ ３ ４ 合計

番号 学名　　　　　　　　　　層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 全層

1 Aphanocapsa sp.* 200 400 200 2,000 1,200 1,600 400 2,000 2,000 6,000 8,000

2 Anabaena sp.* 200 200 200

3 Oscillatoriaceae 200 200 400 400

4 CRYPTOMONADALES 4,000 7,200 8,800 43,200 5,600 47,200 8,000 19,200 26,400 116,800 143,200

5 Prorocentrum dentatum 200 400 1,800 800 3,200 3,200

6 Prorocentrum micans 600 1,000 800 600 2,800 400 2,600 4,600 4,200 8,800

7 Prorocentrum minimum 200 200 200 200 600 200 800

8 Prorocentrum triestinum 1,000 600 800 2,000 400 2,400 1,200 6,000 7,200

9 Prorocentrum sp. 400 400 400

10 Dinophysis acuminata 600 200 600 200 800

11 Dinophysis rotundata 200 200 200

12 Oxyphysis oxytoxoides 1,600 600 800 2,200 5,200 5,200

13 Gymnodinium mikimotoi 200 400 800 600 1,400 600 2,000

14 Gymnodinium sp. 2,400 1,200 2,400 2,400 4,000 4,200 4,600 3,800 13,400 11,600 25,000

15 Gyrodinium sp. 2,000 3,600 400 2,000 600 6,200 600 5,000 3,600 16,800 20,400

16 GYMNODINIALES 7,200 12,400 9,200 9,200 13,200 12,600 9,400 15,800 39,000 50,000 89,000

17 Heterocapsa sp. 200 200 800 200 200 200 1,200 600 1,800

18 Oblea sp. 200 200 200

19 Protoperidinium bipes 200 600 800 800

20 Protoperidinium leonis 200 200 200

21 Protoperidinium oblongum 200 800 400 800 600 1,400

22 Protoperidinium pallidum 200 200 200

23 Protoperidinium sp. 800 1,600 1,400 1,200 1,800 1,200 2,000 2,000 6,000 6,000 12,000

24 Scrippsiella spinifera 600 1,600 600 200 1,200 1,800 3,000

25 Scrippsiella sp. 600 200 400 200 400 400 600 1,800 1,000 2,800

26 Gonyaulax verior 200 400 600 600

27 Ceratium furca 2,200 4,200 7,200 1,400 27,200 2,400 4,800 8,200 41,400 16,200 57,600

28 Ceratium fusus 600 600 200 200 1,200 400 800 800 2,800 2,000 4,800

29 Ceratium macroceros 200 400 200 800 800

30 Ceratium tripos 400 200 200 600 200 800

31 PERIDINIALES 6,200 2,000 6,800 3,400 6,600 600 5,600 3,000 25,200 9,000 34,200

32 Meringosphaera sp. 200 200 200 200 400 600

33 Dictyocha fibula 200 400 200 200 1,600 400 200 400 2,200 1,400 3,600

34 Ebria tripartita 200 1,200 200 200 1,600 200 1,800

35 Cyclotella sp. 200 200 200

36 Detonula pumila 400 400 400

37 Lauderia annulata 2,200 1,400 2,000 800 800 800 1,200 2,000 6,200 5,000 11,200

38 Skeletonema costatum 1,400 1,400 1,800 400 3,600 400 8,200 8,600

39 Thalassiosira anguste -lineata 400 400 800 800

40 Thalassiosira sp. 3,000 23,000 3,800 67,800 5,600 53,800 4,600 91,200 17,000 235,800 252,800

41 Thalassiosiraceae 400 1,400 2,000 3,000 3,800 2,600 3,600 5,200 9,800 12,200 22,000

42 Leptocylindrus danicus 141,800 42,400 403,200 2,200 105,600 1,200 140,800 7,800 791,400 53,600 845,000

43 Leptocylindrus mediterraneus 1,400 1,400 1,400

44 Leptocylindrus minimus 1,400 3,200 6,600 1,200 5,600 6,600 13,600 11,000 24,600

45 Coscinodiscus wailesii 400 1,000 1,400 1,400

46 Coscinodiscus sp. 1,000 1,000 1,000

47 Actinocyclus sp. 600 200 800 800

48 Asteromphalus sp. 200 200 400 600 200 800

49 Actinoptychus senarius 200 200 400 1,200 2,000 2,000

50 Dactyliosolen sp. 12,400 5,200 13,200 200 6,000 200 12,600 1,800 44,200 7,400 51,600

51 Rhizosolenia calcar -avis 200 200 400 400

52 Rhizosolenia fragilissima 70,400 26,800 201,600 800 174,400 4,200 145,000 8,200 591,400 40,000 631,400

53 Rhizosolenia setigera 400 400 400

54 Cerataulina pelagica 600 200 400 1,400 200 2,200 600 2,800

55 Bacteriastrum furcatum 2,600 2,200 200 1,200 3,200 1,200 7,200 3,400 10,600

56 Bacteriastrum hyalinum 600 600 600

57 Bacteriastrum sp. 1,200 1,200 1,200

58 Chaetoceros affine 3,200 5,200 1,600 2,000 1,800 12,000 1,800 13,800

59 Chaetoceros compressum 10,000 14,800 7,800 50,000 2,000 17,600 8,400 85,400 25,200 110,600

60 Chaetoceros constrictum 20,800 15,200 14,800 22,800 29,400 600 87,800 15,800 103,600

注1：細胞数の単位は1L当たりで示す。

　2：Skeletonema costatumは、近年8種に分類されることが明らかとなっため、複数種を含む可能性がある。

　3：アスタリスク「*」を付した種類は群体数または糸状体数を計数した。
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表 4-3-1-3(2) 植物プランクトン調査結果(細胞数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月9日

調査点 １ ２ ３ ４ 合計

番号 学名　　　　　　　　　　層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 上層 下層 全層

61 Chaetoceros costatum 5,200 1,600 9,200 1,200 17,400 6,600 38,400 2,800 41,200

62 Chaetoceros curvisetum 233,600 43,200 350,400 8,200 851,200 9,600 348,800 34,400 1,784,000 95,400 1,879,400

63 Chaetoceros diadema 22,000 10,000 193,600 400 42,000 2,000 17,400 2,200 275,000 14,600 289,600

64 Chaetoceros didymum 28,600 3,600 71,000 4,800 14,800 2,600 21,200 16,200 135,600 27,200 162,800

65 Chaetoceros distans 419,200 239,200 918,400 12,600 579,200 17,600 1,363,200 25,000 3,280,000 294,400 3,574,400

66 Chaetoceros lauderi 5,000 2,400 8,000 9,800 1,200 3,800 1,400 26,600 5,000 31,600

67 Chaetoceros lorenzianum 22,800 16,000 45,600 3,400 36,000 10,000 23,800 20,800 128,200 50,200 178,400

68 Chaetoceros rostratum 1,000 800 800 800 200 1,400 1,000 3,200 2,800 6,000

69 Chaetoceros sociale 400 600 1,000 1,000

70 Chaetoceros subtile 200 200 200

71 Chaetoceros sp. 3,800 3,600 3,600 2,200 6,000 1,600 2,600 2,400 16,000 9,800 25,800

72 Lithodesmium variabile 1,400 1,200 800 400 2,400 400 5,800 6,200

73 Fragilaria sp. 600 400 1,000 1,000

74 Licmophora sp. 200 200 200

75 Neodelphineis pelagica 6,400 14,200 11,200 50,800 20,400 53,400 10,000 27,000 48,000 145,400 193,400

76 Thalassionema nitzschioides 4,400 4,000 800 3,600 800 5,800 1,600 17,800 19,400

77 Cocconeis sp. 200 200 200

78 Amphiprora sp. 200 200 200

79 Haslea sp. 200 200 200

80 Navicula sp. 2,200 3,000 1,600 1,600 600 2,800 1,400 2,400 5,800 9,800 15,600

81 Pleurosigma sp. 400 200 400 200 800 200 1,800 400 2,200

82 Cylindrotheca closterium 13,000 15,800 15,800 19,600 70,400 147,200 21,000 122,600 120,200 305,200 425,400

83 Nitzschia multistriata 3,000 9,400 800 3,200 6,000 800 21,600 22,400

84 Nitzschia pungens 400 4,400 600 2,000 7,400 7,400

85 Nitzschia sigma 200 200 200

86 Nitzschia sp. 9,800 10,000 10,000 8,200 19,000 4,400 17,000 7,200 55,800 29,800 85,600

87 PENNALES 800 200 1,200 1,000 1,200 600 1,200 2,600 3,600 6,200

88 Heterosigma akashiwo 400 200 200 800 800

89 EUGLENOPHYCEAE 400 200 200 400 200 600 200 1,600 600 2,200

90 PRASINOPHYCEAE 4,000 800 4,000 800 4,000 5,600 600 17,600 2,200 19,800

91 Chlamydomonas sp. 600 600 600

92 Scenedesmus sp. 800 800 1,600 1,600 3,200 1,600 4,800

93 unknown micro-flagellate 20,800 20,800 19,200 45,600 10,400 13,600 25,600 18,400 76,000 98,400 174,400

種類数 53 55 46 49 60 53 61 62 75 76 93

合計 1,099,000 573,200 2,357,400 327,600 2,137,200 428,200 2,283,600 514,600 7,877,200 1,843,600 9,720,800

注：細胞数の単位は1L当たりで示す。
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図 4-3-1 植物プランクトンの水平分布 [平成 28 年度夏季分] 

[ 上層 ]

[ 下層 ]

＜凡 例＞

その他

N： 細胞数/L

1:      1≦N＜105

2:   105≦N＜106

3:   106≦N＜107

4:   107≦N

2 3 41

ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ｷ-ﾄｹﾛｽ ｸﾙｳﾞｨｾ-ﾂﾑ

ﾚﾌﾟﾄｷﾘﾝﾄﾞﾙｽ ﾀﾞﾆｸｽ

＜凡 例＞

N： 細胞数/L

1:      1≦N＜105

2:   105≦N＜106

3:   106≦N＜107

4:   107≦N

2 3 41

ｷﾘﾝﾄﾞﾛﾃｶ ｸﾛｽﾃﾘｳﾑ

ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ目

ﾀﾗｼｵｼﾗ属

ﾈｵﾃﾞﾙﾌｨﾈｲｽ ﾍﾟﾗｼﾞｶ

微細鞭毛藻類

ｷ-ﾄｹﾛｽ ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

その他
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表 4-3-2-1 動物プランクトン調査結果概要 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月9日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 22   ～ 28   )

( 72,548   ～ 134,959   )

( 18.2 ～ 33.7 )

ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属 ｵｲﾄﾅ属

26,000   (35.8) 66,618   (53.1) 56,696   (42.0) 47,636   (38.4) 49,238   (43.1)

主　　要　　種 ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生 ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生 ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ

個　　体　　数 15,545   (21.4) 17,018   (13.6) 34,319   (25.4) 41,091   (33.1) 19,516   (17.1)

(カッコ内は組成比：%) ﾐｸﾛｾﾃﾗ ﾉﾙｳﾞｪｼﾞｶ ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ
ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生

9,000   (12.4) 18,909   (15.2) 18,224   (15.9)

ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ

7,818   (10.8)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数、沈殿量の単位は1m3当たりで示す。

23.2         

38            

114,268

１ ２ ３ ４

125,380   134,959   124,185   

21.3 18.2 33.7

28   27   22   種　　類　　数

個　　体　　数

沈　　殿　　量
(mL)

23   

19.4

72,548   
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表 4-3-2-2 動物プランクトン出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 肉質鞭毛虫 放散虫 Sticholonche zanclea
2 繊毛虫 多膜 少毛 ｽﾅｶﾗﾑｼ Tintinnopsis corniger
3 Tintinnopsis  sp.
4 ﾌｧｳﾞｪﾗ Favella ehrenbergii
5 Favella sp.
6 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ HYDROIDA ﾋﾄﾞﾛﾑｼ目

7 扁形動物 PLATYHELMINTHES 扁形動物門

8 袋形動物 ﾜﾑｼ ｺｶﾞﾀﾜﾑｼ ﾄﾞﾛﾜﾑｼ Synchaeta sp.
9 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ veliger of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱のｳﾞｪﾘｼﾞｬｰ幼生

10 ﾆﾏｲｶﾞｲ D shaped larva of BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱のD型幼生

11 umbo larva of BIVALVIA ﾆﾏｲｶﾞｲ綱の殻頂期幼生

12 環形動物 ｺﾞｶｲ nectochaeta of POLYCHAETA ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生

13 節足動物 甲殻 ﾐｼﾞﾝｺ ｼﾀﾞﾐｼﾞﾝｺ Penilia avirostris
14 ｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Evadne tergestina
15 Evadne  sp.
16 Podon polyphemoides
17 Podon schmackeri
18 ｶｲｱｼ ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus parvus
19 Paracalanus  sp.
20 ｱｶﾙﾃｨｱ Acartia  sp.
21 CALANOIDA ｶﾗﾇｽ亜目

22 ｵｲﾄﾅ Oithona davisae
23 Oithona  sp.
24 ｵﾝｹｱ Oncaea  sp.
25 ｸﾗｳｽ Hemicyclops sp.
26 ｺﾘｹｳｽ Corycaeus affinis
27 Corycaeus  sp.
28 ｴｸﾃｨﾉｿﾏ Microsetella norvegica
29 nauplius of COPEPODA ｶｲｱｼ目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

30 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ nauplius of CIRRIPEDIA ﾌｼﾞﾂﾎﾞ亜目のﾉｰﾌﾟﾘｳｽ幼生

31 cypris of CIRRIPEDIA ﾌｼﾞﾂﾎﾞ亜目のｷﾌﾟﾘｽ幼生

32 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ actinotrocha of PHORONIDEA ﾎｳｷﾑｼ綱のｱｸﾁﾉﾄﾛｶ幼生

33 毛顎動物 ﾔﾑｼ ﾔﾑｼ ｻｼﾞｯﾀ Sagitta  sp.
34 原索動物 ﾎﾔ appendicularia of ASCIDIACEA ﾎﾔ綱のｱﾍﾟﾝﾃﾞｨｷｭﾗﾘｱ幼生

35 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵﾀﾏﾎﾞﾔ ｵｲｺﾌﾟﾚｳﾗ Oikopleura dioica
36 Oikopleura sp.
37 ﾌﾘﾃｨﾗﾘｱ Fritillaria  sp.
38 脊椎動物 硬骨魚 egg of OSTEICHTHYES 硬骨魚綱の卵
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表 4-3-2-3 動物プランクトン調査結果(個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日
番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 Sticholonche zanclea 232 232

2 Tintinnopsis corniger 116 182 298

3 Tintinnopsis sp. 91 91

4 Favella ehrenbergii 455 3,055 1,043 1,455 6,008

5 Favella  sp. 116 116

6 HYDROIDA 291 580 364 1,235

7 PLATYHELMINTHES 116 116

8 Synchaeta  sp. 91 727 1,273 2,091

9 veliger of GASTROPODA 582 582

10 D shaped larva of BIVALVIA 91 145 236

11 umbo larva of BIVALVIA 364 1,455 1,507 1,091 4,417

12 nectochaeta of POLYCHAETA 15,545 8,145 8,116 41,091 72,897

13 Penilia avirostris 455 436 3,246 364 4,501

14 Evadne tergestina 182 145 232 182 741

15 Evadne  sp. 116 116

16 Podon polyphemoides 582 582

17 Podon schmackeri 812 812

18 Paracalanus parvus 909 727 696 364 2,696

19 Paracalanus  sp. 1,182 5,673 2,783 1,273 10,911

20 Acartia  sp. 1,273 873 3,014 3,091 8,251

21 CALANOIDA 1,182 2,036 464 364 4,046

22 Oithona davisae 7,818 17,018 34,319 18,909 78,064

23 Oithona  sp. 26,000 66,618 56,696 47,636 196,950

24 Oncaea  sp. 582 232 182 996

25 Hemicyclops  sp. 273 582 182 1,037

26 Corycaeus affinis 145 145

27 Corycaeus  sp. 182 436 618

28 Microsetella norvegica 9,000 8,291 12,754 545 30,590

29 nauplius of COPEPODA 5,727 3,782 4,522 4,364 18,395

30 nauplius of CIRRIPEDIA 364 291 655

31 cypris of CIRRIPEDIA 91 145 236

32 actinotrocha of PHORONIDEA 182 1,600 348 545 2,675

33 Sagitta  sp. 291 291

34 appendicularia of ASCIDIACEA 116 182 298

35 Oikopleura dioica 348 348

36 Oikopleura  sp. 909 582 1,507 364 3,362

37 Fritillaria  sp. 696 182 878

38 egg of OSTEICHTHYES 182 145 232 559

種類数 23 28 27 22 38

合計 72,548 125,380 134,959 124,185 457,072

参考 Noctiluca scintillans         696 696

注：個体数は1m3当たりで示す。ただし、調査点合計は4m3当たりで示す。
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図 4-3-2 動物プランクトンの水平分布 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

＜凡 例＞

ｺﾞｶｲ綱のﾈｸﾄｷｰﾀ幼生

N： 個体数/m3

1:      1≦N＜103

2:   103≦N＜104

3:   104≦N＜105

4:   105≦N

2 3 41

ｵｲﾄﾅ ﾀﾞｳﾞｨｻｴ

ﾐｸﾛｾﾃﾗ ﾉﾙｳﾞｪｼﾞｶ

ｵｲﾄﾅ属

その他
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表 4-3-3-1 底生生物調査結果概要 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日

項目　＼　調査点 １ ２ ３ ４ 平均 ( 最小 ～ 最大 )

軟体動物門 3          15          15   ( 0   ～ 15   )

環形動物門 11          25          28   ( 0   ～ 25   )

節足動物門 1          1          2   ( 0   ～ 1   )

そ　の　他 2          6          8   ( 0   ～ 6   )

合　　　計 17          1          46          0          53   ( 0   ～ 46   )

軟体動物門 8          176          46   ( 0   ～ 176   )

環形動物門 86          273          90   ( 0   ～ 273   )

節足動物門 2          1          1   ( 0   ～ 2   )

そ　の　他 2          23          6   ( 0   ～ 23   )

合　　　計 98          1          472          0          143   ( 0   ～ 472   )

軟体動物門 8.2        37.3        32.2 ( 0.0 ～ 37.3 )

環形動物門 87.8        57.8        62.9 ( 0.0 ～ 87.8 )

節足動物門 2.0        100.0        0.7 ( 0.0 ～ 100.0 )

（%） そ　の　他 2.0        4.9        4.2 ( 0.0 ～ 4.9 )

軟体動物門 1.37       8.53       2.48 ( 0.00 ～ 8.53 )

環形動物門 6.50       1.97       2.12 ( 0.00 ～ 6.50 )

節足動物門 0.13       +          0.03 ( 0.00 ～ 0.13 )

そ　の　他 0.76       0.22       0.25 ( 0.00 ～ 0.76 )

合　　　計 8.76       +          10.72       0.00       4.87 ( 0.00 ～ 10.72 )

ﾊﾟﾗﾌﾟﾘｵﾉｽﾋﾟｵ属(A型） ﾖｺｴﾋﾞ亜目 ｱｵﾆﾃﾞｽ ｵｷｾﾌｧﾗ   出現種なし ｱｵﾆﾃﾞｽ ｵｷｾﾌｧﾗ   

50 (51.0)   1 (100.0)   153 (32.4)   38 (26.6)   

ｽｺﾚﾄﾏ属 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

主要種 11 (11.2)   79 (16.7)   20 (14.0)   

個体数 ｼｽﾞｸｶﾞｲ   ｼｽﾞｸｶﾞｲ

(カッコ内は組成比：%) 55 (11.7)   15 (10.5)   

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。

　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数及び湿重量(g)は0.1m2当たりで示す。

　　4.湿重量が0.01g/0.1m2未満の場合は｢+｣で示す。

（g）

種
類
数

個
体
数

個
体
数

組
成
比

湿
重
量
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表 4-3-3-2 底生生物出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 調査年月日：平成28年8月8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

2 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthidae ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科

3 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門

4 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ

5 ﾊﾞｲ ｺﾛﾓｶﾞｲ Scalptia scalariformis ｵﾘｲﾚﾎﾞﾗ

6 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ Aglajidae ｶﾉｺｷｾﾜﾀｶﾞｲ科

7 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Modiolus sp. ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属

8 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

9 Musculus sp. ﾀﾏｴｶﾞｲ属

10 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾂｷｶﾞｲ Pillucina pisidium ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ

11 ﾊﾞｶｶﾞｲ Raetellops pulchella ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ

12 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞｶﾞｲ

13 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ

14 ﾏﾃｶﾞｲ Solen sp. ﾏﾃｶﾞｲ属

15 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ

16 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricolidae ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

17 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ

18 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula anatina ｵｷﾅｶﾞｲ

19 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp.

20 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra tentaculata

21 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda

22 ﾁﾛﾘ Glycera sp.

23 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp.

24 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys sp.

25 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

26 Scoletoma sp.

27 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala

28 Paraprionospio sp.(A型)

29 Polydora sp.

30 Prionospio sp.

31 Scolelepis sp.

32 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ

33 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ Chaetopterus sp.

34 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

35 Cirratulidae ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科

36 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ Flabelligeridae ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科

37 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Mediomastus sp.

38 Notomastus sp.

39 ﾁﾏｷｺﾞｶｲ ﾁﾏｷｺﾞｶｲ Owenia fusiformis ﾁﾏｷｺﾞｶｲ

40 Oweniidae ﾁﾏｷｺﾞｶｲ科

41 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ

42 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharetidae ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ科

43 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Chone sp.

44 Euchone sp.

45 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides sp.

46 Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

47 節足動物 甲殻 ﾖｺｴﾋﾞ GAMMARIDEA ﾖｺｴﾋﾞ亜目

48 ｴﾋﾞ ｶｸﾚｶﾞﾆ Pinnixa sp. ﾏﾒｶﾞﾆ属

49 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ Phoronis sp.

50 腕足 ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ Lingula sp. ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ属

51 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiophragmus japonicus ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ

52 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ

53 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Taenioides cirratus ﾁﾜﾗｽﾎﾞ

注： 本業務は継続性の高いモニタリング業務であり、原則的に近年学名等が変更された種についても、過年度に

合わせた表記としているが、途中で変更後の学名等で表記された種については、変更後の表記とした。
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表 4-3-3-3 底生生物調査結果(個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 調査年月日：平成28年8月8日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 ACTINIARIA 7 7

2 Cerianthidae 1 1

3 NEMERTINEA 3 3

4 Crepidula onyx 12 12

5 Scalptia scalariformis 1 1

6 Aglajidae 1 1

7 Modiolus  sp. 2 2

8 Musculista senhousia 79 79

9 Musculus sp. 6 6

10 Pillucina pisidium 1 1

11 Raetellops pulchella 1 12 13

12 Macoma tokyoensis 2 1 3

13 Theora fragilis 5 55 60

14 Solen sp. 1 1

15 Ruditapes philippinarum 1 1

16 Petricolidae 2 2

17 Hiatella orientalis 1 1

18 Laternula anatina 1 1

19 Ophiodromus sp. 1 1

20 Sigambra tentaculata 9 6 15

21 Nectoneanthes latipoda 2 2

22 Glycera sp. 8 8

23 Glycinde sp. 9 9

24 Nephtys sp. 2 2

25 Scoletoma longifolia 5 25 30

26 Scoletoma sp. 11 19 30

27 Aonides oxycephala 153 153

28 Paraprionospio sp.(A型) 50 3 53

29 Polydora sp. 5 5

30 Prionospio sp. 2 2

31 Scolelepis sp. 1 1

32 Magelona japonica 1 3 4

33 Chaetopterus sp. 1 1

34 Cirriformia tentaculata 6 6

35 Cirratulidae 3 4 7

36 Flabelligeridae 2 2

37 Mediomastus sp. 1 1

38 Notomastus sp. 2 3 5

39 Owenia fusiformis 1 1

40 Oweniidae 1 1

41 Lagis bocki 2 2

42 Ampharetidae 3 3

43 Chone sp. 1 5 6

44 Euchone sp. 6 6

45 Hydroides sp. 1 1

46 Serpulidae 2 2

47 GAMMARIDEA 1 1

48 Pinnixa sp. 2 2

49 Phoronis sp. 8 8

50 Lingula sp. 2 2

51 Ophiophragmus japonicus 1 1

52 Ophiura kinbergi 2 2

53 Taenioides cirratus 1 1

種類数 17 1 46 0 53

合　計 98 1 472 0 571

注： 個体数は0.1m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.4m2当たりで示す。
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表 4-3-3-4 底生生物調査結果(湿重量) [平成 28 年度夏季分] 

 
調査年月日：平成28年8月8日

番号 学名　　　　　　　　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 ACTINIARIA 0.07 0.07

2 Cerianthidae 0.04 0.04

3 NEMERTINEA 0.02 0.02

4 Crepidula onyx 0.42 0.42

5 Scalptia scalariformis 0.82 0.82

6 Aglajidae 0.01 0.01

7 Modiolus sp. 1.44 1.44

8 Musculista senhousia 4.14 4.14

9 Musculus sp. 0.03 0.03

10 Pillucina pisidium 0.03 0.03

11 Raetellops pulchella 0.10 0.41 0.51

12 Macoma tokyoensis 1.13 0.25 1.38

13 Theora fragilis 0.14 0.26 0.40

14 Solen sp. 0.06 0.06

15 Ruditapes philippinarum 0.03 0.03

16 Petricolidae 0.01 0.01

17 Hiatella orientalis 0.02 0.02

18 Laternula anatina 0.60 0.60

19 Ophiodromus sp. +   +   

20 Sigambra tentaculata 0.05 0.01 0.06

21 Nectoneanthes latipoda 0.33 0.33

22 Glycera sp. 0.37 0.37

23 Glycinde sp. 0.03 0.03

24 Nephtys sp. +   +   

25 Scoletoma longifolia 0.18 0.15 0.33

26 Scoletoma sp. 0.12 0.08 0.20

27 Aonides oxycephala 0.68 0.68

28 Paraprionospio sp.(A型) 0.51 0.02 0.53

29 Polydora sp. 0.01 0.01

30 Prionospio sp. +   +   

31 Scolelepis sp. 0.03 0.03

32 Magelona japonica +   0.02 0.02

33 Chaetopterus sp. 5.52 5.52

34 Cirriformia tentaculata 0.03 0.03

35 Cirratulidae 0.03 0.02 0.05

36 Flabelligeridae 0.03 0.03

37 Mediomastus sp. +   +   

38 Notomastus sp. 0.03 0.06 0.09

39 Owenia fusiformis +   +   

40 Oweniidae +   +   

41 Lagis bocki 0.04 0.04

42 Ampharetidae 0.01 0.01

43 Chone sp. 0.03 0.05 0.08

44 Euchone sp. 0.01 0.01

45 Hydroides sp. 0.01 0.01

46 Serpulidae 0.01 0.01

47 GAMMARIDEA +   +   

48 Pinnixa sp. 0.13 0.13

49 Phoronis sp. 0.04 0.04

50 Lingula sp. 0.06 0.06

51 Ophiophragmus japonicus 0.01 0.01

52 Ophiura kinbergi 0.02 0.02

53 Taenioides cirratus 0.72 0.72

種類数 17   1   46   0   53   

合　計 8.76 +   10.72 0.00 19.48

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.1m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.4m2当たりで示す。
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図 4-3-3 底生生物の水平分布 [平成 28 年度夏季分]

＜凡 例＞

環形動物門

そ の 他

N： 個体数/0.1m2

1:     1≦N＜10
2:   10≦N＜50

3:   50≦N＜250

4:  250≦N

2 3 41

節足動物門

軟体動物門

出現種なし
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表 4-3-4-1 魚卵調査結果概要 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

調査年月日:平成28年8月8日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 4  ～ 6  )

( 46,788  ～ 69,089  )

単脂卵 0.57～0.63mm 単脂卵 0.57～0.63mm 単脂卵 0.57～0.63mm 単脂卵 0.57～0.63mm 単脂卵 0.57～0.63mm

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

主　　　要　　　種 単脂卵 0.65～0.68mm

個　　　　　　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個数の単位は1,000m3当たりで示す。

３ ４

4

46,788

7            

62,729

38,663 (61.6)

4

66,261

12,606 (26.9) 8,027 (12.1) 17,732 (28.3)

13,753 (19.9)

２

6

68,778

１

個　　　　　　　数

5

69,089

56,031 (84.6)40,380 (58.7) 30,135 (64.4)28,104 (40.7)

種　　　類　　　数

24,872 (36.0) 25,424 (37.0)
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表 4-3-4-2 魚卵出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3-4-3 魚卵調査結果（個数） [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

2 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

3 ﾌｸﾞ ｷﾞﾏ Triacanthus biaculeatus ｷﾞﾏ

4 不明 不明 Unidentified s.o. egg-4 単脂卵 0.57～0.63mm

5 Unidentified s.o. egg-5 単脂卵 0.65～0.68mm

6 Unidentified s.o. egg-6 単脂卵 0.71～0.76mm

7 Unidentified s.o. egg-7 単脂卵 0.89～0.90mm

調査年月日:平成28年8月8日

番号 学名 和名　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 24,872 25,424 12,606 8,027 70,929

2 Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 6 6

3 Triacanthus biaculeatus ｷﾞﾏ 9 9

4 Unidentified s.o. egg-4 単脂卵 0.57～0.63mm 28,104 40,380 30,135 56,031 154,650

5 Unidentified s.o. egg-5 単脂卵 0.65～0.68mm 13,753 1,464 1,690 1,107 18,014

6 Unidentified s.o. egg-6 単脂卵 0.71～0.76mm 2,351 1,495 2,357 1,096 7,299

7 Unidentified s.o. egg-7 単脂卵 0.89～0.90mm 9 9

種類数 5 6 4 4 7

合計 69,089 68,778 46,788 66,261 250,916

注: 個数は1,000m3当たりで示す。ただし調査点合計の欄は4,000m3当たりで示す。
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図 4-3-4-1 魚卵の水平分布 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

＜凡 例＞

N： 個体数/1000m3

1:        1≦N＜50
2:      50≦N＜500

3:    500≦N＜5000
4:  5000≦N

2 3 41

単脂卵 0.57～0.63mm

その他

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

単脂卵 0.65～0.68mm
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表 4-3-4-4 稚仔魚調査結果概要 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

調査年月日:平成28年8月8日

調査点　
平均

　項目 (最小 ～ 最大)

( 6  ～ 13  )

( 121  ～ 7,961  )

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

ｱｼﾞ科 ﾊｾﾞ科

ｺﾄﾋｷ

主　　　要　　　種

個　　　体　　　数

(カッコ内は組成比：%)

注：1.種類数の平均は総種類数を示す。
　　2.主要種は各調査点での上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.個体数の単位は1,000m3当たりで示す。

19 (15.7)

2,534 (89.1)2,811 (95.4)

４

342

223 (65.2)

2,946

３

121

8
14            

31 (25.6) 55 (16.1)

7,039 (88.4)

7,961

１ ２

62 (51.2)

2,843

種　　　類　　　数 813

個　　　体　　　数

6
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表 4-3-4-5 稚仔魚出現種一覧 [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3-4-6 稚仔魚調査結果（個体数） [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日:平成28年8月8日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ

2 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

3 ｽｽﾞｷ ｶﾏｽ Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ

4 ｷｽ Sillago japonica ｼﾛｷﾞｽ

5 ｱｼﾞ Carangidae ｱｼﾞ科

6 ｼﾏｲｻｷ Terapon jarbua ｺﾄﾋｷ

7 Teraponidae ｼﾏｲｻｷ科

8 ﾍﾞﾗ Labridae ﾍﾞﾗ科

9 ﾊｾﾞ Gobiidae ﾊｾﾞ科

10 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Pictiblennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ

11 Omobranchus elegans ﾅﾍﾞｶ

12 Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属

13 ｶｻｺﾞ ｺﾁ Platycephalidae ｺﾁ科

14 ｳﾊﾞｳｵ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

調査年月日:平成28年8月8日

番号 学名 和名　　　　　調査点 １ ２ ３ ４ 合計

1 Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ 12 3 15

2 Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 7,039 62 2,811 223 10,135

3 Sphyraena pinguis ｱｶｶﾏｽ 3 3

4 Sillago japonica ｼﾛｷﾞｽ 205 3 17 27 252

5 Carangidae ｱｼﾞ科 125 31 20 10 186

6 Terapon jarbua ｺﾄﾋｷ 342 19 51 14 426

7 Teraponidae ｼﾏｲｻｷ科 6 6

8 Labridae ﾍﾞﾗ科 6 6

9 Gobiidae ﾊｾﾞ科 202 34 55 291

10 Pictiblennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 3 3 7 7 20

11 Omobranchus elegans ﾅﾍﾞｶ 9 3 3 15

12 Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属 3 3
13 Platycephalidae ｺﾁ科 3 3 6

14 Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 6 6

種類数 13 6 8 8 14

合計 7,961 121 2,946 342 11,370

注: 個体数は1,000m3当たりで示す。ただし調査点合計の欄は4,000m3当たりで示す。
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図 4-3-4-2 稚仔魚の水平分布 [平成 28 年度夏季分] 

＜凡 例＞

ﾊｾﾞ科

N： 個体数/1000m3

1:        1≦N＜10
2:      10≦N＜100
3:    100≦N＜1000
4:  1000≦N

2 3 41

ｱｼﾞ科

ｺﾄﾋｷ

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

その他
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表 4-3-5-1(1) 付着生物出現種一覧(目視観察 St.Ａ) 

 

 

調 査 日：平成28年8月1日

 St.Ａ 調査時刻：08:55～10:40

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

基　質 コンクリートケーソン

+1.0 +0.5 0.0 -0.5 -1.0 -1.5 -2.0 -2.5 -3.0 -3.5 -4.0 -4.5 -5.0 -5.5 -6.0 -6.5 -7.0

出現種＼水深(m) ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

+0.5 0.0 -0.5 -1.0 -1.5 -2.0 -2.5 -3.0 -3.5 -4.0 -4.5 -5.0 -5.5 -6.0 -6.5 -7.0 -7.5

1 藍藻綱 + r

植 2 ｲｷﾞｽ科 r r r r 20 10 10 20 20 10 + + r r

3 ﾐﾙ 20

4 ｱｵｻ属 r

物 5 ｼｵｸﾞｻ属 r r r r r

6 ｽｽｶｹﾍﾞﾆ r r r + + + + +

1 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ (42) (300)

2 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ + +

動 3 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ r 100 50 20 10 10 + r r r

4 ﾏｶﾞｷ r r

5 ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ (1) (1)

6 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ (1) (1)

7 ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ (1)

8 ｳﾉｱｼｶﾞｲ (1)

9 海綿動物門 r 30 60 20 10 10 + + r r r

10 ﾌｻｺｹﾑｼ科 r r + 20 30 30 10 r r

11 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r r

12 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 r r r r r

13 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r + 40 30 10 20 20 10 + + + r r r

14 ﾋﾄﾞﾛ虫綱 r r + r r r + 10 + r r r r

15 単体ﾎﾞﾔ (3) (3) (8) (16) (7) (18) (19) (1) (4)

16 ｻﾝｼｮｳｳﾆ (7) (5) (3) (1) (2) (2) (2) (1) (1) (1)

17 群体ﾎﾞﾔ + r

18 ｼﾛﾎﾞﾔ (1)

19 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ (1)

20 ﾋﾄﾃﾞ (1) (1) (2) (2) (2) (1)

21 ﾎｳｷﾑｼ科 r r r

22 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r

23 多毛類（泥巣） r + + r r r

24 ﾏﾅﾏｺ (1)

25 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ (2) (3) (1) (1)

物 26 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ (1) (1)

27 ｲﾎﾞﾆｼ (1)

28 ｴﾎﾞﾔ (1)

注）1.数字は被度(％)を表し、+記号は5％以下、r記号は1％未満を示す。

　　2.( )内の数字は個体数を表す。
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表 4-3-5-1(2) 付着生物出現種一覧(目視観察 St.Ｂ) 

 

 

調 査 日：平成28年8月1日

 St.Ｂ 調査時刻：11:55～14:10

調査方法：ベルトトランセクト法

観察枠 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

基　質 被　覆　石

+1.0 +0.5 0.0 -0.5 -1.0 -1.5 -2.0 -2.5 -3.0 -3.5 -4.0 -4.5 -5.0 -5.5 -6.0 -6.5 -7.0

出現種＼水深(m) ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

+0.5 0.0 -0.5 -1.0 -1.5 -2.0 -2.5 -3.0 -3.5 -4.0 -4.5 -5.0 -5.5 -6.0 -6.5 -7.0 -7.5

1 藍藻綱 + +

植 2 ｵｷﾂﾉﾘ 70 60 20 20 + r r r r + r

3 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ属 r + + r r r r r 10 r r r

4 ｼｵｸﾞｻ属 + r + r

5 ｲﾜﾉｶﾜ科 r + r r r r r r r

6 ｱｵｻ属 r r r r r r r r

7 ﾏｸｻ 20 20 50 60 60 50 10 10 r r r r

8 ﾂﾉﾏﾀ属 10 + 10 10 30 30 + r

物 9 ｶﾊﾞﾉﾘ + r r r r r r

10 ｵｺﾞﾉﾘ r

1 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ (1)

2 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ (6)

動 3 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 r + + r r r r r r r r

4 ﾌｻｺｹﾑｼ科 r + r r

5 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ (2) (2) (5) (3) (9) (8) (8) (7) (3)

6 ﾔﾄﾞｶﾘ上科 (1) (3) (2) (1) (2) (5) (1) (1) (1)

7 ｲﾎﾞﾆｼ (1)

8 ｼﾛﾎﾞﾔ (3) (7) (2) (2)

9 ｵｵﾍﾋﾞｶﾞｲ (2) (1)

10 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ (1) (1) (1) (1) (1) (1)

11 ｻﾝｼｮｳｳﾆ (1) (1)

12 群体ﾎﾞﾔ r

13 ﾋﾄﾃﾞ (1)

14 単体ﾎﾞﾔ (1)

15 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ r r r r

16 ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 (1)

17 ﾚｲｼｶﾞｲ (2)

物 18 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科 (1) (1)

19 ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ (3) (1) (2) (3) (1) (1) (1)

20 多毛類（泥巣） r

注）1.数字は被度(％)を表し、+記号は5％以下、r記号は1％未満を示す。

　　2.( )内の数字は個体数を表す。
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表 4-3-5-2 付着生物(植物)藻長測定結果 

 

 
調査日：平成28年8月1日

出現種＼地点 St.A St.B

藍藻綱 <1mm <1mm

ｱｵｻ属 5mm 5mm～20mm

ｼｵｸﾞｻ属 1mm～3mm 1mm～3mm

ﾐﾙ 100mm～150mm -

ﾏｸｻ - 10mm～100mm

ｲﾜﾉｶﾜ科 - <1mm

ﾑｶﾃﾞﾉﾘ属 - 10mm～60mm

ｽｽｶｹﾍﾞﾆ 5mm～50mm -

ｶﾊﾞﾉﾘ - 10mm～150mm

ｵｺﾞﾉﾘ - 50mm

ｵｷﾂﾉﾘ - 10mm～50mm

ﾂﾉﾏﾀ属 - 30mm～150mm

ｲｷﾞｽ科 1mm～5mm -
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図 4-3-5-1 調査測点断面摸式 
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図 4-3-5-2(1) 主な付着生物の鉛直分布
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調査日：平成28年8月1日

藍

藻

綱

植　　物

イ

ギ

ス

科

ミ

ル

【凡  例】

被度  被覆度 （％） （★印は個体数表示）

　ｒ・１：  <10 （ 1～ 9個体）

　　2：  10～25 （10～25個体）

　　3：  26～50 （26～50個体）

　4・5：  51～100 （51個体以上）
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図 4-3-5-2(2) 主な付着生物の鉛直分布 
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被度  被覆度 （％） （★印は個体数表示）

　ｒ・１：  <10 （ 1～ 9個体）

　　2：  10～25 （10～25個体）

　　3：  26～50 （26～50個体）

　4・5：  51～100 （51個体以上）
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表 4-3-5-3 付着生物調査結果概要(坪刈り：植物) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点　 Ａ Ｂ

　項目 層　 上層 中層 下層 上層 中層 下層

緑藻植物門 2         2         3         3         3   ( 0   ～ 3   )

褐藻植物門 1         1   ( 0   ～ 1   )

紅藻植物門 2         2         1         6         9         11   ( 0   ～ 9   )

そ  の  他 0   ( 0   ～ 0   )

合      計 0         4         4         1         9         13         15   ( 0   ～ 13   )

緑藻植物門 +         0.11      1.72      1.31      0.52 ( 0.00 ～ 1.72 )

褐藻植物門 0.02      <0.01 ( 0.00 ～ 0.02 )

紅藻植物門 0.03      0.71      +         92.80      70.90      27.41 ( 0.00 ～ 92.80 )

そ  の  他 0.00 ( 0.00 ～ 0.00 )

(g) 合      計 0.00      0.03      0.82      +         94.52      72.23      27.93 ( 0.00 ～ 94.52 )

緑藻植物門 -         13.4       1.8       1.8       1.9 ( 0.0 ～ 13.4 )

褐藻植物門 <0.1       <0.1 ( 0.0 ～ <0.1 )

紅藻植物門 100.0       86.6       -         98.2       98.2       98.1 ( 0.0 ～ 100.0 )

（%） そ  の  他 0.0 ( 0.0 ～ 0.0 )

出現種なし ｲｷﾞｽ属 ｲｷﾞｽ属 該当種なし ｵｷﾂﾉﾘ ﾃﾝｸﾞｻ科 ｵｷﾂﾉﾘ

0.03 (100.0) 0.62 (75.6) 72.18 (76.4) 23.33 (32.3) 13.00 (46.5)

ｲﾄｸﾞｻ属 ﾑｶﾃﾞﾉﾘ ﾏｸｻ ﾃﾝｸﾞｻ科

0.09 (11.0) 20.40 (21.6) 20.87 (28.9) 3.89 (13.9)

ﾂﾉﾏﾀ属 ﾏｸｻ

17.08 (23.6) 3.50 (12.5)

(カッコ内は組成比：%) ﾑｶﾃﾞﾉﾘ

3.40 (12.2)

ﾂﾉﾏﾀ属

2.86 (10.2)

注：1.層は平均水面（MSL）下を示す。

　　2.平均欄の種類数は総種類数を示す。

　　3.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。ただし、0.01g/0.09m 2未満の場合は除く。

　　4.湿重量は0.09m2当たりで示す。湿重量の「+」は0.01g未満を示し、湿重量組成比欄の「-」は計算不能を示す。
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表 4-3-5-4 付着生物出現種一覧(坪刈り：植物） [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3-5-5 付着生物調査結果(坪刈り：植物：湿重量) [平成 28 年度夏季分]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 緑藻植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha sp. ｱｵﾉﾘ属

2 Ulva sp. ｱｵｻ属

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. ｼｵｸﾞｻ属

4 褐藻植物 褐藻 ｼｵﾐﾄﾞﾛ ｼｵﾐﾄﾞﾛ Ectocarpaceae ｼｵﾐﾄﾞﾛ科

5 紅藻植物 紅藻 ﾃﾝｸﾞｻ ﾃﾝｸﾞｻ Gelidium elegans ﾏｸｻ

6 Gelidiaceae ﾃﾝｸﾞｻ科

7 ｶｸﾚｲﾄ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ Grateloupia filicina ﾑｶﾃﾞﾉﾘ

8 Grateloupia sp. ﾑｶﾃﾞﾉﾘ属

9 ｽｷﾞﾉﾘ ｽｷﾞﾉﾘ Chondracanthus sp. ｽｷﾞﾉﾘ属

10 Chondrus sp. ﾂﾉﾏﾀ属

11 ｵｺﾞﾉﾘ Gracilaria textorii ｶﾊﾞﾉﾘ

12 Gracilaria sp. ｵｺﾞﾉﾘ属

13 ｵｷﾂﾉﾘ Ahnfeltiopsis flabelliformis ｵｷﾂﾉﾘ

14 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramium sp. ｲｷﾞｽ属

15 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia sp. ｲﾄｸﾞｻ属

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 Enteromorpha sp. +   0.01 0.01 0.02

2 Ulva sp. 0.03 1.68 1.14 2.85

3 Cladophora sp. +   0.08 0.03 0.16 0.27

4 Ectocarpaceae 0.02 0.02

5 Gelidium elegans 0.11 20.87 20.98

6 Gelidiaceae +   0.01 23.33 23.34

7 Grateloupia filicina 20.40 20.40

8 Grateloupia sp. 2.35 2.35

9 Chondracanthus sp. 0.42 0.42

10 Chondrus sp. 0.09 17.08 17.17

11 Gracilaria textorii 0.08 0.08

12 Gracilaria sp. 0.95 0.95

13 Ahnfeltiopsis flabelliformis 72.18 5.81 77.99

14 Ceramium sp. 0.03 0.62 0.65

15 Polysiphonia sp. +   0.09 0.01 0.01 0.11

種類数 0   4   4   1   9   13   15   

合計 0.00 0.03 0.82 +   94.52 72.23 167.60
注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-6(1) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 13       5       5       1       15       24       37   ( 1  ～ 24   )

環形動物門 7       18       18       11       21       33   ( 0  ～ 21   )

節足動物門 5       19       17       6       9       32   ( 0  ～ 19   )

そ　の　他 4       10       12       11       15       23   ( 0  ～ 15   )

合　　　計 29       52       52       1       43       69       125   ( 1  ～ 69   )

軟体動物門 1,614       481       102       9       235       1,480       654   ( 9  ～ 1,614   )

環形動物門 51       509       2,424       129       705       636   ( 0  ～ 2,424   )

節足動物門 110       383       244       313       274       221   ( 0  ～ 383   )

そ　の　他 368       195       40       75       280       160   ( 0  ～ 368   )

合　　　計 2,143       1,568       2,810       9       752       2,739       1,670   ( 9  ～ 2,810   )

軟体動物門 75.3     30.7     3.6     100.0     31.3     54.0     39.2 ( 3.6 ～ 100.0 )

環形動物門 2.4     32.5     86.3     17.2     25.7     38.1 ( 0.0 ～ 86.3 )

節足動物門 5.1     24.4     8.7     41.6     10.0     13.2 ( 0.0 ～ 41.6 )

（%） そ　の　他 17.2     12.4     1.4     10.0     10.2     9.6 ( 0.0 ～ 17.2 )

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属 ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ ｳﾐｸﾞﾓ綱 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属

主要種 1,364 (63.6) 452 (28.8) 2,174 (77.4) 9 (100.0) 232 (30.9) 687 (25.1) 416 (24.9)

個体数 紐形動物門 ﾄﾞﾃﾞｶｹﾘｱ属 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

(カッコ内は組成比：%) 337 (15.7) 318 (20.3) 115 (15.3) 454 (16.6) 323 (19.3)

注：1.層は平均水面（MSL）下を示す。 　

　　2.種類数の平均は総種類数を示す。

　　3.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　4.個体数は0.09m2当たりで示す。

)平均 ( 最小 ～ 最大
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数
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表 4-3-5-6(2) 付着生物調査結果概要(坪刈り：動物：湿重量) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点　 Ａ Ｂ

項目 層　 上　層 中　層 下　層 上　層 中　層 下　層

軟体動物門 366.47       565.73       15.55       0.38       14.10       112.15       179.06 ( 0.38 ～ 565.73 )

環形動物門 0.13       2.62       9.25       0.68       3.71       2.73 ( 0.00 ～ 9.25 )

節足動物門 0.46       7.62       6.43       0.72       2.10       2.89 ( 0.00 ～ 7.62 )

そ　の　他 4.23       17.03       49.82       8.86       20.88       16.80 ( 0.00 ～ 49.82 )

(g) 合　　　計 371.29       593.00       81.05       0.38       24.36       138.84       201.49 ( 0.38 ～ 593.00 )

軟体動物門 98.7        95.4        19.2        100.0        57.9        80.8        88.9 ( 19.2 ～ 100.0 )

環形動物門 <0.1        0.4        11.4        2.8        2.7        1.4 ( 0.0 ～ 11.4 )

節足動物門 0.1        1.3        7.9        3.0        1.5        1.4 ( 0.0 ～ 7.9 )

（%） そ　の　他 1.1        2.9        61.5        36.4        15.0        8.3 ( 0.0 ～ 61.5 )

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾋﾟｳﾗ科 ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ ﾚｲｼｶﾞｲ ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

360.43 (97.1) 565.14 (95.3) 27.58 (34.0) 0.38 (100.0) 10.55 (43.3) 64.86 (46.7) 156.47 (77.7)

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾅﾏｺ綱 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ

主要種 12.63 (15.6) 3.13 (12.8) 28.96 (20.9)

湿重量 ｳﾐｼﾊﾞ科

(カッコ内は組成比：%) 10.60 (13.1)

ﾌｻｺｹﾑｼ科

9.56 (11.8)

注：1.層は平均水面（MSL）下を示す。

　　2.主要種は各調査点の各層で上位5種(ただし組成比10%以上のもの)を示す。

　　3.湿重量は0.09m2当たりで示す。
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表 4-3-5-7(1) 付着生物出現種一覧（坪刈り：動物） [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

1 海綿動物 普通海綿 DEMOSPONGIAE 普通海綿綱

2 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ﾋﾄﾞﾛﾑｼ ｳﾐｼﾊﾞ Sertulariidae ｳﾐｼﾊﾞ科

3 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科

4 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella lineata ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ

5 ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目

6 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目

7 紐形動物 NEMERTINEA 紐形動物門

8 軟体動物 ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Mopaliidae ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科

9 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochiton rubrolineatus ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ

10 ﾏｷｶﾞｲ ｵｷﾅｴﾋﾞｽ ﾂﾀﾉﾊｶﾞｲ Cellana nigrolineata ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ

11 Cellana toreuma ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ

12 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Collisella heroldi ｺｶﾞﾓｶﾞｲ

13 Collisella sp.

14 Patelloida pygmaea ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ

15 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ

16 ﾆﾅ ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ Granulilittorina exigua ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

17 Littorina brevicula ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

18 Peasiella roepstorffiana ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ

19 ﾐｼﾞﾝｳｷﾂﾎﾞ Diffalaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ

20 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium sp.

21 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ

22 ﾊﾞｲ ｱｸｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ

23 Muricidae ｱｸｷｶﾞｲ科

24 ﾀﾓﾄｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ

25 Pyrenidae ﾀﾓﾄｶﾞｲ科

26 ﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ

27 ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Babella caelatior ｸｻｽﾞﾘｸﾁｷﾚｶﾞｲ

28 Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科

29 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ ﾀﾏｺﾞｶﾞｲ Haloa japonica ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ

30 ｳﾐｳｼ NUDIBRANCHIA ｳﾐｳｼ目

31 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonariidae ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ科

32 egg of GASTROPODA ﾏｷｶﾞｲ綱の卵

33 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Limnoperna fortunei kikuchii ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

34 Modiolus sp. ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属

35 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

36 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ

37 Mytilus edulis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

38 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomiidae ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科

39 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Ostreidae ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科

40 ﾊﾏｸﾞﾘ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chama sp.

41 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ Lasaeidae ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科

42 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veneridae ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科

43 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricolidae ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科

44 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ

45 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp.

46 Halosydna brevisetosa ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ

47 Lepidonotus helotypus ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ

48 Lepidonotus sp.

49 Polynoidae ｳﾛｺﾑｼ科

50 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科

51 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida sp.

52 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus sp.

53 ｼﾘｽ Trypanosyllis taeniaformis ｼﾏｼﾘｽ

54 Syllinae ｼﾘｽ亜科

55 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ

56 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ

57 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ

58 Nereidae ｺﾞｶｲ科

59 ﾁﾛﾘ Glycera sp.

60 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice sp.

注： 本業務は継続性の高いモニタリング業務であり、原則的に近年学名等が変更された種についても、過年度に

合わせた表記としているが、途中で変更後の学名等で表記された種については、変更後の表記とした。
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表 4-3-5-7(2) 付着生物出現種一覧(坪刈り：動物) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

61 環形動物 ｺﾞｶｲ ｲｿﾒ ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella iricolor ｾｸﾞﾛｲｿﾒ

62 ﾉﾘｺｲｿﾒ Dorvilleidae ﾉﾘｺｲｿﾒ科

63 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala

64 Polydora sp.

65 Spionidae ｽﾋﾟｵ科

66 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ

67 Dodecaceria sp.

68 Cirratulidae ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科

69 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ

70 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea sp.

71 Streblosoma sp.

72 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘﾑｼ Sabella sp.

73 Sabellidae ｹﾔﾘﾑｼ科

74 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ

75 Hydroides sp.

76 Pomatoleios kraussii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ

77 Serpulidae ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科

78 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱

79 甲殻 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ Chthamalus challengeri ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ

80 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ

81 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ

82 Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

83 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Anatanais normani ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ

84 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthuridae ｳﾐﾅﾅﾌｼ科

85 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiridae ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科

86 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ

87 ﾖｺｴﾋﾞ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe sp. ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属

88 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoridae ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科

89 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Monocorophium sp.

90 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale sp. ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属

91 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Pontogeneia rostrata ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ

92 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ

93 GAMMARIDEA ﾖｺｴﾋﾞ亜目

94 ﾜﾚｶﾗ Caprella penantis ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ

95 Caprella sp.

96 ｴﾋﾞ ﾓｴﾋﾞ Hippolytidae ﾓｴﾋﾞ科

97 ﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes sp. ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属

98 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus lanuginosus ｹｱｼﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ

99 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles stevensii ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ

100 Porcellanidae ｶﾆﾀﾞﾏｼ科

101 ｸﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ

102 Majidae ｸﾓｶﾞﾆ科

103 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Paractaea ruppelli orientalis ｹﾌﾞｶｱﾜﾂﾌﾞｶﾞﾆ

104 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ

105 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ

106 Xanthidae ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科

107 ｲﾜｶﾞﾆ Nanosesarma gordoni ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ

108 megalopa of BRACHYURA ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生

109 DECAPODA ｴﾋﾞ目

110 触手動物 ｺｹﾑｼ ｸｼｸﾁｺｹﾑｼ ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科

111 ﾌﾀｺｹﾑｼ ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科

112 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科

113 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾄｹﾞﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Asterina pectinifera ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ

114 Asterina sp. ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ属

115 ﾎｼｶﾞﾀﾋﾄﾃﾞ ﾋﾄﾃﾞ Asterias amurensis ﾋﾄﾃﾞ

116 ASTEROIDEA ﾋﾄﾃﾞ綱

117 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ OPHIUROIDEA ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱

118 ﾅﾏｺ HOLOTHUROIDEA ﾅﾏｺ綱

119 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾎﾞﾔ ﾎﾞﾄﾘﾙｽ Botryllidae ﾎﾞﾄﾘﾙｽ科

120 ｽﾁｴﾗ Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ

注： 本業務は継続性の高いモニタリング業務であり、原則的に近年学名等が変更された種についても、過年度に

合わせた表記としているが、途中で変更後の学名等で表記された種については、変更後の表記とした。
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表 4-3-5-7(3) 付着生物出現種一覧(坪刈り：動物) [平成 28 年度夏季分] 

調査年月日：平成28年8月1日

番号 門 綱 目 科 学名 和名

121 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾎﾞﾔ ｽﾁｴﾗ Styelidae ｽﾁｴﾗ科

122 ﾋﾟｳﾗ Pyuridae ﾋﾟｳﾗ科

123 ASCIDIACEA(colony) ﾎﾔ綱(群体性)

124 ASCIDIACEA ﾎﾔ綱

125 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Blenniidae ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科

注： 本業務は継続性の高いモニタリング業務であり、原則的に近年学名等が変更された種についても、過年度に

合わせた表記としているが、途中で変更後の学名等で表記された種については、変更後の表記とした。  
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表 4-3-5-8(1) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 普通海綿綱 * * *

2 ｳﾐｼﾊﾞ科 * *

3 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 3 3

4 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 2 2

5 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 5 130 5 25 165

6 ﾋﾗﾑｼ目 24 21 2 20 25 92

7 紐形動物門 337 16 5 1 14 373

8 ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 2 3 5

9 ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 2 1 1 4

10 ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ 1 1

11 ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ 1 1

12 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ 1 1

13 Collisella sp. 3 3

14 ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ 9 9

15 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 39 40

16 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 132 132

17 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 3 3

18 ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ 60 60

19 ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 4 7 11

20 Cerithium sp. 1 3 4

21 ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 6 6

22 ﾚｲｼｶﾞｲ 1 1

23 ｱｸｷｶﾞｲ科 1 1

24 ﾑｷﾞｶﾞｲ 31 7 38

25 ﾀﾓﾄｶﾞｲ科 1 1

26 ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ 15 15

27 ｸｻｽﾞﾘｸﾁｷﾚｶﾞｲ 4 23 27

28 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 21 21

29 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 18 146 164

30 ｳﾐｳｼ目 1 1

31 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ科 1 1

32 ﾏｷｶﾞｲ綱の卵 * * *

33 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 12 12

34 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属 1 3 4

35 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 6 24 454 484

36 ﾀﾏｴｶﾞｲ 1 6 6 7 20

37 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1,364 452 27 56 39 1,938

38 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科 3 3

39 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 29 29

40 Chama sp. 1 1

41 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 1 1

42 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 1 1

43 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 2 8 16 9 35

44 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 19 22 115 687 843

45 Harmothoe sp. 4 7 16 91 118

46 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 3 3

47 ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 1 1

48 Lepidonotus sp. 8 8

49 ｳﾛｺﾑｼ科 10 10 20 40

50 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 1 1

51 Eumida sp. 11 11

52 Ophiodromus sp. 43 53 23 215 334

53 ｼﾏｼﾘｽ 2 3 5

54 ｼﾘｽ亜科 11 55 77 30 14 187

55 ﾋﾒｺﾞｶｲ 1 14 15

56 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 1 1

57 ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 2 13 6 22

58 ｺﾞｶｲ科 2 2

59 Glycera sp. 3 3

60 Eunice sp. 7 20 27

注： 1.「*」は群体性の種の出現を示す。

2.個体数は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-8(2) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

61 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ 1 1

62 ﾉﾘｺｲｿﾒ科 17 16 33

63 Aonides oxycephala 8 8

64 Polydora sp. 9 9 12 78 108

65 ｽﾋﾟｵ科 1 1

66 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 15 15

67 Dodecaceria sp. 318 2,174 1 2,493

68 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 8 1 14 144 167

69 ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 13 9 3 1 26

70 Nicolea sp. 5 2 7

71 Streblosoma sp. 3 2 10 15

72 Sabella sp. 1 6 8 15

73 ｹﾔﾘﾑｼ科 1 1

74 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 5 10 11 63 89

75 Hydroides sp. 5 5

76 ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ 5 5

77 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 4 9 20 5 13 51

78 ｳﾐｸﾞﾓ綱 1 9 232 250 492

79 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 103 103

80 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1 1

81 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 71 71

82 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 19 13 3 35

83 ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ 1 1

84 ｳﾐﾅﾅﾌｼ科 4 13 6 6 29

85 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科 29 29

86 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 1

87 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 64 3 67

88 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 59 6 65

89 Monocorophium sp. 33 42 75

90 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 3 3

91 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ 7 7

92 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 52 13 65

93 ﾖｺｴﾋﾞ亜目 1 1

94 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 72 47 1 120

95 Caprella sp. 10 9 3 22

96 ﾓｴﾋﾞ科 1 2 3

97 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 1 1

98 ｹｱｼﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 1 3 4

99 ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 2 2

100 ｶﾆﾀﾞﾏｼ科 4 4

101 ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ 4 10 14

102 ｸﾓｶﾞﾆ科 16 56 72

103 ｹﾌﾞｶｱﾜﾂﾌﾞｶﾞﾆ 1 1

104 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 3 6 9

105 ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 1 1 2

106 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 3 10 13

107 ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 1 1

108 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 3 6 9

109 ｴﾋﾞ目 2 2

110 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 * * *

111 ﾌｻｺｹﾑｼ科 * * * * *

112 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 * * * *

113 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 3

114 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ属 2 2

115 ﾋﾄﾃﾞ 2 1 3

116 ﾋﾄﾃﾞ綱 1 1

117 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 7 6 5 18

118 ﾅﾏｺ綱 1 1 1 1 4

119 ﾎﾞﾄﾘﾙｽ科 * *

120 ｼﾛﾎﾞﾔ 4 4

注： 1.「*」は群体性の種の出現を示す。

2.個体数は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-8(3) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：個体数) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

121 ｽﾁｴﾗ科 38 195 233

122 ﾋﾟｳﾗ科 10 20 30

123 ﾎﾔ綱(群体性) * * *

124 ﾎﾔ綱 16 4 4 24

125 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 1 1

種類数 29 52 52 1 43 69 125

合計 2,143 1,568 2,810 9 752 2,739 10,021

注： 1.「*」は群体性の種の出現を示す。

2.個体数は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-9(1) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

1 普通海綿綱 0.56 1.05 1.61

2 ｳﾐｼﾊﾞ科 10.60 10.60

3 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 0.08 0.08

4 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ 0.01 0.01

5 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 +   2.24 0.06 0.36 2.66

6 ﾋﾗﾑｼ目 0.30 1.88 +   0.03 0.14 2.35

7 紐形動物門 3.92 0.11 0.05 +   0.19 4.27

8 ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ科 0.08 1.39 1.47

9 ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 0.05 0.73 0.53 1.31

10 ﾏﾂﾊﾞｶﾞｲ 2.18 2.18

11 ﾖﾒｶﾞｶｻｶﾞｲ 1.78 1.78

12 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ 0.02 0.02

13 Collisella sp. 0.11 0.11

14 ﾋﾒｺｻﾞﾗｶﾞｲ 0.38 0.38

15 ｺｼﾀﾞｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 0.23 64.86 65.09

16 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 1.03 1.03

17 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ 0.01 0.01

18 ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ 0.14 0.14

19 ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 0.11 0.09 0.20

20 Cerithium sp. 0.58 1.99 2.57

21 ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1.71 1.71

22 ﾚｲｼｶﾞｲ 10.55 10.55

23 ｱｸｷｶﾞｲ科 +   +   

24 ﾑｷﾞｶﾞｲ 1.84 0.59 2.43

25 ﾀﾓﾄｶﾞｲ科 0.03 0.03

26 ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ 4.57 4.57

27 ｸｻｽﾞﾘｸﾁｷﾚｶﾞｲ 0.01 0.15 0.16

28 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 0.10 0.10

29 ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ 0.16 1.60 1.76

30 ｳﾐｳｼ目 0.12 0.12

31 ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ科 0.06 0.06

32 ﾏｷｶﾞｲ綱の卵 0.36 0.10 0.46

33 ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 0.03 0.03

34 ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ属 +   0.04 0.04

35 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 0.01 0.08 2.94 3.03

36 ﾀﾏｴｶﾞｲ 0.03 0.54 0.08 0.16 0.81

37 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 360.43 565.14 12.63 0.35 0.25 938.80

38 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科 +   +   

39 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 0.72 0.72

40 Chama sp. 1.66 1.66

41 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 0.02 0.02

42 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 0.04 0.04

43 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ科 0.03 0.18 0.12 0.17 0.50

44 ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 0.35 0.42 0.76 28.96 30.49

45 Harmothoe sp. 0.05 0.05 0.05 0.35 0.50

46 ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 0.03 0.03

47 ｻﾝﾊﾁｳﾛｺﾑｼ 0.05 0.05

48 Lepidonotus sp. 0.02 0.02

49 ｳﾛｺﾑｼ科 0.02 0.16 0.09 0.27

50 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 +   +   

51 Eumida sp. 0.02 0.02

52 Ophiodromus sp. 0.40 0.22 0.10 1.03 1.75

53 ｼﾏｼﾘｽ 0.05 0.03 0.08

54 ｼﾘｽ亜科 0.03 0.24 0.31 0.07 0.03 0.68

55 ﾋﾒｺﾞｶｲ 0.01 0.11 0.12

56 ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ +   +   

57 ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 0.01 0.02 0.20 0.05 0.28

58 ｺﾞｶｲ科 +   +   

59 Glycera sp. 0.15 0.15

60 Eunice sp. 0.05 0.04 0.09

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-9(2) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

61 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ 0.15 0.15

62 ﾉﾘｺｲｿﾒ科 0.26 0.05 0.31

63 Aonides oxycephala 0.02 0.02

64 Polydora sp. +   0.03 0.02 0.12 0.17

65 ｽﾋﾟｵ科 +   +   

66 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 0.76 0.76

67 Dodecaceria sp. 0.72 7.47 +   8.19

68 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 0.02 0.01 0.03 0.52 0.58

69 ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 0.08 0.06 0.03 +   0.17

70 Nicolea sp. 0.27 0.18 0.45

71 Streblosoma sp. 0.12 0.15 0.05 0.32

72 Sabella sp. 0.02 0.23 0.07 0.32

73 ｹﾔﾘﾑｼ科 0.02 0.02

74 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 0.09 0.08 0.11 0.14 0.42

75 Hydroides sp. 0.02 0.02

76 ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼ 0.02 0.02

77 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 0.02 0.17 0.17 0.04 0.03 0.43

78 ｳﾐｸﾞﾓ綱 +   0.01 0.09 0.05 0.15

79 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ 0.37 0.37

80 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ 0.11 0.11

81 ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1.78 1.78

82 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 1.11 2.78 0.51 4.40

83 ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ +   +   

84 ｳﾐﾅﾅﾌｼ科 0.01 0.03 0.01 0.01 0.06

85 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科 0.01 0.01

86 ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ +   +   

87 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ属 0.37 0.02 0.39

88 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 0.05 +   0.05

89 Monocorophium sp. 0.06 0.04 0.10

90 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ属 +   +   

91 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ +   +   

92 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 0.19 0.03 0.22

93 ﾖｺｴﾋﾞ亜目 +   +   

94 ﾏﾙｴﾗﾜﾚｶﾗ 0.05 0.05 +   0.10

95 Caprella sp. 0.01 +   +   0.01

96 ﾓｴﾋﾞ科 0.01 0.04 0.05

97 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 0.01 0.01

98 ｹｱｼﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ 0.25 1.49 1.74

99 ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 0.32 0.32

100 ｶﾆﾀﾞﾏｼ科 0.09 0.09

101 ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ 0.48 0.62 1.10

102 ｸﾓｶﾞﾆ科 0.33 1.12 1.45

103 ｹﾌﾞｶｱﾜﾂﾌﾞｶﾞﾆ 0.44 0.44

104 ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 0.49 0.68 1.17

105 ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 2.23 0.58 2.81

106 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ科 0.23 0.04 0.27

107 ﾋﾒﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 0.09 0.09

108 ｶﾆ亜目のﾒｶﾞﾛﾊﾟ期幼生 0.03 0.01 0.04

109 ｴﾋﾞ目 +   +   

110 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 0.16 0.08 0.24

111 ﾌｻｺｹﾑｼ科 0.08 9.56 0.98 1.78 12.40

112 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 0.09 0.01 0.02 0.12

113 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 1.60 1.60

114 ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ属 0.34 0.34

115 ﾋﾄﾃﾞ 1.18 1.60 2.78

116 ﾋﾄﾃﾞ綱 0.01 0.01

117 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 0.02 0.01 0.01 0.04

118 ﾅﾏｺ綱 0.06 0.05 3.13 0.04 3.28

119 ﾎﾞﾄﾘﾙｽ科 0.01 0.01

120 ｼﾛﾎﾞﾔ 9.74 9.74

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-5-9(3) 付着生物調査結果(坪刈り：動物：湿重量) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月1日

調査点 A B

番号 学名　　　　　　　　　　　　　　層 上層 中層 下層 上層 中層 下層

121 ｽﾁｴﾗ科 1.43 6.38 7.81

122 ﾋﾟｳﾗ科 8.94 27.58 36.52

123 ﾎﾔ綱(群体性) 1.58 0.75 2.33

124 ﾎﾔ綱 0.32 0.33 0.11 0.76

125 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 1.26 1.26

種類数 29   52   52   1   43   69   125   

合計 371.29 593.00 81.05 0.38 24.36 138.84 1,208.92

注： 1.「+」は0.01g未満を示す。

2.湿重量(g)は0.09m2当たりで示す。ただし、調査点合計の欄は0.54m2当たりで示す。

合計
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表 4-3-6-1 漁獲対象動植物調査結果概要(刺し網) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

調査年月日：平成28年8月9～10日

項目　＼　調査点 イ

魚類 2
甲殻類 5
頭足類
その他 1
合計 8
魚類 17
甲殻類 31
頭足類
その他 2
合計 50
魚類 121.2
甲殻類 179.0
頭足類
その他 12.4

(g) 合計 312.6
注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

種
類
数

個
体
数

湿
重
量
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表 4-3-6-2 漁獲対象動植物調査結果(刺し網：主要種) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9～10日

イ

魚類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 16 ( 94.1)
ﾏﾙｱｼﾞ 1 ( 5.9)

個体数

主

甲殻類 ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ 16 ( 51.6)
ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 6 ( 19.4)
ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 5 ( 16.1)
ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 3 ( 9.7)

頭足類

（カッコ内は
組成比%） その他 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 2 (100.0)

魚類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 103.4 ( 85.3)
ﾏﾙｱｼﾞ 17.8 ( 14.7)

湿重量
(g)

甲殻類 ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ 115.5 ( 64.5)
ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 39.2 ( 21.9)
ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 15.4 ( 8.6)

種

頭足類

（カッコ内は
組成比%） その他 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 12.4 (100.0)

注：1.個体数、湿重量は1網当たりで示す。

　　2.主要種は各調査点の各分野群で上位5種（ただし組成比5%以上のもの）を示す。　

項目　＼　調査点

要
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表 4-3-6-3 漁獲対象動植物調査結果(刺し網) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9～10日

番号 門 綱 目 科 学　名 和　名 個体数
湿重量
(g）

1 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Carcinoplax vestita ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 6 39.2
2 Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ 16 115.5
3 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Myra fugax ﾃﾅｶﾞｺﾌﾞｼ 1 4.3
4 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 5 4.6
5 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 3 15.4
6 棘皮動物 ｳﾆ ﾌﾞﾝﾌﾞｸ ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 2 12.4
7 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 16 103.4
8 ｽｽﾞｷ ｱｼﾞ Decapterus maruadsi ﾏﾙｱｼﾞ 1 17.8
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表 4-3-6-4 漁獲対象動植物調査結果概要(底引網) [平成 28 年度夏季分] 

 

 
調査年月日：平成28年8月10日

項目　＼　調査点 イ

魚類 1
甲殻類 6
頭足類
その他 3
合計 10
魚類 1
甲殻類 7
頭足類
その他 22
合計 30
魚類 5.3
甲殻類 60.7
頭足類
その他 180.4

(g) 合計 246.4
注：個体数、湿重量は1網当たりで示す。

種
類
数

個
体
数

湿
重
量
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表 4-3-6-5 漁獲対象動植物調査結果 (底引網：主要種) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

調査年月日：平成28年8月10日

魚類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 (100.0)

個体数

主

甲殻類 ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 2 ( 28.6)
ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ 1 ( 14.3)
ｲｼｶﾞﾆ 1 ( 14.3)
ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 1 ( 14.3)
ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 1 ( 14.3)
ｼｬｺ 1 ( 14.3)

頭足類

（カッコ内は
組成比%） その他 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 15 ( 68.2)

ﾂﾒﾀｶﾞｲ 6 ( 27.3)

魚類 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 5.3 (100.0)

湿重量
(g)

甲殻類 ｲｼｶﾞﾆ 38.4 ( 63.3)
ｼｬｺ 12.0 ( 19.8)
ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 4.3 ( 7.1)
ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ 4.0 ( 6.6)

種

頭足類

（カッコ内は
組成比%） その他 ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 92.6 ( 51.3)

ｱｶｶﾞｲ 73.0 ( 40.5)

注：1.個体数、湿重量は1網当たりで示す。

　　2.主要種は各調査点の各分野群で上位5種（ただし組成比5%以上のもの）を示す。　

項目　＼　調査点 イ

要
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表 4-3-6-6 漁獲対象動植物調査結果(底引網) [平成 28 年度夏季分] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月10日

番号 門 綱 目 科 学　名 和　名 個体数
湿重量
(g）

1 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ﾀﾏｶﾞｲ Glossaulax didyma ﾂﾒﾀｶﾞｲ 6 14.8
2 ﾆﾏｲｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca broughtonii ｱｶｶﾞｲ 1 73.0
3 節足動物 甲殻 ｴﾋﾞ ﾜﾀﾘｶﾞﾆ Charybdis bimaculata ﾌﾀﾎｼｲｼｶﾞﾆ 1 4.0
4 Charybdis japonica ｲｼｶﾞﾆ 1 38.4
5 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Carcinoplax vestita ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 1 4.3
6 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 2 1.3
7 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 1 0.7
8 ｼｬｺ ｼｬｺ Oratosquilla oratoria ｼｬｺ 1 12.0
9 棘皮動物 ｳﾆ ﾌﾞﾝﾌﾞｸ ﾋﾗﾀﾌﾞﾝﾌﾞｸ Echinocardium cordatum ｵｶﾒﾌﾞﾝﾌﾞｸ 15 92.6

10 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 5.3
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４－４ ダイオキシン類調査結果 

４－４－１ 水質調査結果 

 分析結果概要を表 4-4-1-1、それぞれの異性体及び同族体別測定結果を表 4-4-1-2～ 

表 4-4-1-7 に示す。また、異性体及び同族体のパターンを図 4-4-1-1～図 4-4-1-6 に示す。 

 本調査の結果は、0.027～0.030 pg-TEQ/L であり、各地点とも環境基準値を下回っていた。 

 平成 27 年度「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」（巻末参考資料参照）によると、大

阪湾における水質の濃度は 0.029～0.046 pg-TEQ/L であり、今回の結果はそれらの結果と

比較するとほぼ同じ値であった。 

 

表 4-4-1-1 分析結果概要（水質） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試料名 試験項目 実測濃度 毒性等量

(pg/L) (pg-TEQ/L)

PCDDs+PCDFs 0.71 0.025

DL-PCBs 3.6 0.0019

ダイオキシン類 - 0.027

PCDDs+PCDFs 0.93 0.025

DL-PCBs 4.0 0.0020

ダイオキシン類 - 0.027

PCDDs+PCDFs 1.7 0.025

DL-PCBs 6.0 0.0045

ダイオキシン類 - 0.030

PCDDs+PCDFs 1.9 0.025

DL-PCBs 4.6 0.0020

ダイオキシン類 - 0.027

PCDDs+PCDFs 1.7 0.025

DL-PCBs 7.8 0.0021

ダイオキシン類 - 0.027

PCDDs+PCDFs 2.1 0.025

DL-PCBs 4.6 0.0020

ダイオキシン類 - 0.027

この表は，ダイオキシン類測定結果から一部のデータを抜粋した参考資料である．

毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

毒性等価係数は以下の係数を適用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)

  DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

毒性等量は検出下限未満のものは，試料における検出下限の

1/2の値を用いて算出したものである．

St.S-2

St.1

St.2

St.3

St.4

St.S-1
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表 4-4-1-2 ダイオキシン類調査結果（水質：St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.18 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.074 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.28 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.052 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.02 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 [0.03] ×0.01 0.000300 0 -

 HpCDDs - - 0.08 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 0.28 ×0.0003 0.0000840 0.0000840 -

 Total PCDDs - - 0.71 - 0.00988 0.0000840 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 N.D. ×0.01 0.000100 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - N.D. - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - N.D. - 0.0148 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 0.71 - 0.025 0.000084 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.42 ×0.0001 0.0000420 0.0000420 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.42 - 0.00185 0.0000420 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 0.64 ×0.00003 0.0000192 0.0000192 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 N.D. ×0.00003 0.000000600 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 2.3 ×0.00003 0.0000690 0.0000690 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.11 [0.04] ×0.00003 0.00000120 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.08 ×0.00003 0.00000240 0.00000240 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 N.D. ×0.00003 0.000000600 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.07] ×0.00003 0.00000210 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.11 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 3.1 - 0.0000956 0.0000906 -

Total DL-PCBs - - 3.6 - 0.0019 0.00013 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.027 0.00022 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．

毒性等価係数は以下の係数を適

値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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表 4-4-1-3 ダイオキシン類調査結果（水質：St.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日 調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.17 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.065 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.26 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.038 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.06 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 [0.05] ×0.01 0.000500 0 -

 HpCDDs - - 0.13 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 0.44 ×0.0003 0.000132 0.000132 -

 Total PCDDs - - 0.93 - 0.0101 0.000132 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 N.D. ×0.01 0.000100 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - N.D. - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - N.D. - 0.0148 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 0.93 - 0.025 0.00013 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.36 ×0.0001 0.0000360 0.0000360 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.36 - 0.00184 0.0000360 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 0.70 ×0.00003 0.0000210 0.0000210 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 N.D. ×0.00003 0.000000600 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 2.7 ×0.00003 0.0000810 0.0000810 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.10 [0.05] ×0.00003 0.00000150 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.10 ×0.00003 0.00000300 0.00000300 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 N.D. ×0.00003 0.000000600 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.08] ×0.00003 0.00000240 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.10 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 3.6 - 0.000111 0.000105 -

Total DL-PCBs - - 4.0 - 0.0020 0.00014 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.027 0.00027 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．
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値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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表 4-4-1-4 ダイオキシン類調査結果（水質：St.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日 調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.28 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.11 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.43 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.085 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.11 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 [0.07] ×0.01 0.000700 0 -

 HpCDDs - - 0.18 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 0.84 ×0.0003 0.000252 0.000252 -

 Total PCDDs - - 1.6 - 0.0105 0.000252 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - 0.04 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - 0.04 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 N.D. ×0.01 0.000100 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - N.D. - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - 0.08 - 0.0148 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 1.7 - 0.025 0.00025 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.52 ×0.0001 0.0000520 0.0000520 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.11 [0.04] ×0.1 0.00400 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.56 - 0.00436 0.0000520 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 1.1 ×0.00003 0.0000330 0.0000330 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 [0.07] ×0.00003 0.00000210 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 3.8 ×0.00003 0.000114 0.000114 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.11 [0.08] ×0.00003 0.00000240 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.21 ×0.00003 0.00000630 0.00000630 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 [0.07] ×0.00003 0.00000210 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.11] ×0.00003 0.00000330 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.11 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 5.4 - 0.000164 0.000153 -

Total DL-PCBs - - 6.0 - 0.0045 0.00021 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.030 0.00046 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．

毒性等価係数は以下の係数を適

値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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表 4-4-1-5 ダイオキシン類調査結果（水質：St.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日 調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.26 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.088 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.37 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.069 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.06 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 0.08 ×0.01 0.000800 0.000800 -

 HpCDDs - - 0.24 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 1.1 ×0.0003 0.000330 0.000330 -

 Total PCDDs - - 1.8 - 0.0106 0.00113 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - 0.03 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 N.D. ×0.01 0.000100 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - N.D. - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - 0.03 - 0.0148 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 1.9 - 0.025 0.0011 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.38 ×0.0001 0.0000380 0.0000380 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.38 - 0.00184 0.0000380 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 0.83 ×0.00003 0.0000249 0.0000249 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 [0.05] ×0.00003 0.00000150 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 3.0 ×0.00003 0.0000900 0.0000900 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.11 [0.06] ×0.00003 0.00000180 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.16 ×0.00003 0.00000480 0.00000480 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 [0.04] ×0.00003 0.00000120 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.09] ×0.00003 0.00000270 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.11 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 4.2 - 0.000127 0.000120 -

Total DL-PCBs - - 4.6 - 0.0020 0.00016 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.027 0.0013 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．
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表 4-4-1-6 ダイオキシン類調査結果（水質：St.S-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日 調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.20 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.077 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.30 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.062 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.08 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 [0.07] ×0.01 0.000700 0 -

 HpCDDs - - 0.21 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 0.74 ×0.0003 0.000222 0.000222 -

 Total PCDDs - - 1.4 - 0.0104 0.000222 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - 0.26 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - 0.06 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 N.D. ×0.01 0.000100 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - N.D. - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - 0.32 - 0.0148 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 1.7 - 0.025 0.00022 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.63 ×0.0001 0.0000630 0.0000630 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.11 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.63 - 0.00187 0.0000630 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 1.3 ×0.00003 0.0000390 0.0000390 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 [0.08] ×0.00003 0.00000240 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 5.3 ×0.00003 0.000159 0.000159 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.11 [0.10] ×0.00003 0.00000300 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.20 ×0.00003 0.00000600 0.00000600 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 [0.06] ×0.00003 0.00000180 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.13] ×0.00003 0.00000390 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.11 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 7.2 - 0.000216 0.000204 -

Total DL-PCBs - - 7.8 - 0.0021 0.00027 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.027 0.00049 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．
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表 4-4-1-7 ダイオキシン類調査結果（水質：St.S-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月9日 調査年月日：平成28年8月9日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/L)

(pg/L) (pg/L) (pg/L) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.006 0.021 0.36 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.006 0.021 0.12 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 TeCDDs - - 0.54 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.006 0.021 N.D. ×1 0.00300 0 -

 PeCDDs - - 0.073 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.02 0.06 N.D. ×0.1 0.00100 0 -

 HxCDDs - - 0.07 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.03 0.08 0.08 ×0.01 0.000800 0.000800 -

 HpCDDs - - 0.21 - - - -

 OCDD 0.07 0.23 1.1 ×0.0003 0.000330 0.000330 -

 Total PCDDs - - 2.0 - 0.0106 0.00113 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 TeCDFs - - 0.04 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.03 0.000450 0 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.03 0.08 N.D. ×0.3 0.00450 0 -

 PeCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.05 0.17 N.D. ×0.1 0.00250 0 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.1 0.00200 0 -

 HxCDFs - - N.D. - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.02 0.06 [0.02] ×0.01 0.000200 0 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.04 0.13 N.D. ×0.01 0.000200 0 -

 HpCDFs - - 0.02 - - - -

 OCDF 0.06 0.21 N.D. ×0.0003 0.00000900 0 -

 Total PCDFs - - 0.06 - 0.0149 0 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 2.1 - 0.025 0.0011 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.03 0.08 0.43 ×0.0001 0.0000430 0.0000430 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.08 N.D. ×0.0003 0.00000450 0 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.03 0.10 N.D. ×0.1 0.00150 0 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.02 0.06 N.D. ×0.03 0.000300 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 0.43 - 0.00185 0.0000430 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.02 0.06 0.84 ×0.00003 0.0000252 0.0000252 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.13 [0.05] ×0.00003 0.00000150 0 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.01 0.04 2.9 ×0.00003 0.0000870 0.0000870 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.03 0.10 [0.06] ×0.00003 0.00000180 0 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.02 0.06 0.14 ×0.00003 0.00000420 0.00000420 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.04 0.13 [0.04] ×0.00003 0.00000120 0 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 [0.09] ×0.00003 0.00000270 0 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.03 0.10 N.D. ×0.00003 0.000000450 0 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 4.1 - 0.000124 0.000116 -

Total DL-PCBs - - 4.6 - 0.0020 0.00016 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.027 0.0013 -

備考 1.実測濃度中の括弧付の数値は，検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

   実測濃度中の"N.D."は，検出下限未満であることを示す．

2.毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

3.毒性等量①は検出下限未満のものは，試料における検出下限の1/2の

   毒性等量②は定量下限未満のものは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．
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値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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図 4-4-1-1 同族体及び異性体の組成（水質：St.1） 



 

87 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

(pg/L)

 

ダイオキシン類同族体組成 （実測濃度） 

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

(pg/L)

 

ダイオキシン類 2,3,7,8-位塩素置換異性体組成 (実測濃度) 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

(pg/L)

 

DL－PCBs 同族体組成 (実測濃度) 

 

図 4-4-1-2 同族体及び異性体の組成（水質：St.2） 
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図 4-4-1-3 同族体及び異性体の組成（水質：St.3） 
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図 4-4-1-4 同族体及び異性体の組成（水質：St.4） 
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図 4-4-1-5 同族体及び異性体の組成（水質：St.S-1） 
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図 4-4-1-6 同族体及び異性体の組成（水質：St.S-2） 
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４－４－２ 底質調査結果 

 分析結果概要を表 4-4-2-1、それぞれの異性体及び同族体別測定結果を表 4-4-2-2～ 

表 4-4-2-5 に示す。また、異性体及び同族体のパターンを図 4-4-2-1～図 4-4-2-4 に示す。 

 本調査の結果は、0.91～15 pg-TEQ/g であり、各地点とも環境基準値を下回っていた。 

平成 27 年度「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」（巻末参考資料参照）によると、大阪

湾における底質の濃度は 0.66～17 pg-TEQ/g であり、今回の結果はそれらの結果と比較す

るとほぼ同じ値であった。 

 

表 4-4-2-1 分析結果概要（底質） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試料名 試験項目 実測濃度 毒性等量

(pg/g-dry) (pg-TEQ/g-dry)

PCDDs+PCDFs 1600 3.8

DL-PCBs 630 0.28

ダイオキシン類 - 4.1

PCDDs+PCDFs 3700 9.5

DL-PCBs 1600 0.81

ダイオキシン類 - 10

PCDDs+PCDFs 360 0.84

DL-PCBs 150 0.066

ダイオキシン類 - 0.91

PCDDs+PCDFs 4200 14

DL-PCBs 2400 1.2

ダイオキシン類 - 15

この表は，ダイオキシン類測定結果から一部のデータを抜粋した参考資料である．

毒性等量：2,3,7,8-TeCDD毒性等量を示す．

毒性等価係数は以下の係数を適用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)

  DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

毒性等量は検出下限未満のものは，試料における検出下限の

1/2の値を用いて算出したものである．

St.1

St.2

St.3

St.4
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表 4-4-2-2 ダイオキシン類調査結果（底質：St.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/g-dry)

(pg/g-dry) (pg/g-dry) (pg/g-dry) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.07 0.24 15 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.07 0.24 8.2 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.07 0.24 [0.13] ×1 0.130 0 -

 TeCDDs - - 32 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.04 0.14 0.68 ×1 0.680 0.680 -

 PeCDDs - - 23 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.06 0.19 1.4 ×0.1 0.140 0.140 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 2.8 ×0.1 0.280 0.280 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.19 3.1 ×0.1 0.310 0.310 -

 HxCDDs - - 91 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.08 0.28 68 ×0.01 0.680 0.680 -

 HpCDDs - - 240 - - - -

 OCDD 0.1 0.5 1100 ×0.0003 0.330 0.330 -

 Total PCDDs - - 1500 - 2.55 2.42 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.01 0.05 0.85 - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.01 0.05 1.1 ×0.1 0.110 0.110 -

 TeCDFs - - 18 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.06 0.19 1.2 ×0.03 0.0360 0.0360 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.07 0.24 1.1 ×0.3 0.330 0.330 -

 PeCDFs - - 20 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.06 0.19 2.3 ×0.1 0.230 0.230 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 1.8 ×0.1 0.180 0.180 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.06 0.19 0.21 ×0.1 0.0210 0.0210 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 2.3 ×0.1 0.230 0.230 -

 HxCDFs - - 20 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.07 0.24 12 ×0.01 0.120 0.120 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.1 0.3 1.4 ×0.01 0.0140 0.0140 -

 HpCDFs - - 22 - - - -

 OCDF 0.07 0.24 15 ×0.0003 0.00450 0.00450 -

 Total PCDFs - - 95 - 1.28 1.28 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 1600 - 3.8 3.7 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.06 0.19 72 ×0.0001 0.00720 0.00720 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.09 2.0 ×0.0003 0.000600 0.000600 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.06 0.19 2.4 ×0.1 0.240 0.240 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.04 0.14 0.43 ×0.03 0.0129 0.0129 -

Total non-ortho  PCBs - - 77 - 0.261 0.261 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.08 0.28 87 ×0.00003 0.00261 0.00261 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.14 3.3 ×0.00003 0.0000990 0.0000990 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.07 0.24 340 ×0.00003 0.0102 0.0102 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.06 0.19 5.7 ×0.00003 0.000171 0.000171 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.06 0.19 55 ×0.00003 0.00165 0.00165 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.03 0.09 8.7 ×0.00003 0.000261 0.000261 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 22 ×0.00003 0.000660 0.000660 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.08 0.28 30 ×0.00003 0.000900 0.000900 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 550 - 0.0166 0.0166 -

Total DL-PCBs - - 630 - 0.28 0.28 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 4.1 4.0 -

備考 検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

限未満であることを示す．

等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

のは，試料における検出下限の1/2の

のは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．

毒性等価係数は以下の係数を適

3.毒性等量①は 検出 下限 未満 のも

値 を用 いて 算出 した ものであ る．

毒性等量②は 定量 下限 未満 のも

2. 毒 性 等 量 ： 2,3,7,8-TeCDD 毒 性
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1.実測 濃度 中の括弧 付の数値 は，

実 測 濃 度 中 の"N.D."は ，検 出下
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表 4-4-2-3 ダイオキシン類調査結果（底質：St.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日 調査年月日：平成28年8月8日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/g-dry)

(pg/g-dry) (pg/g-dry) (pg/g-dry) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.07 0.24 64 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.07 0.24 28 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.07 0.24 0.28 ×1 0.280 0.280 -

 TeCDDs - - 110 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.04 0.15 1.8 ×1 1.80 1.80 -

 PeCDDs - - 46 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.06 0.19 3.2 ×0.1 0.320 0.320 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 6.7 ×0.1 0.670 0.670 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.19 7.2 ×0.1 0.720 0.720 -

 HxCDDs - - 160 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.09 0.29 160 ×0.01 1.60 1.60 -

 HpCDDs - - 470 - - - -

 OCDD 0.1 0.5 2600 ×0.0003 0.780 0.780 -

 Total PCDDs - - 3400 - 6.17 6.17 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.01 0.05 2.0 - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.01 0.05 2.5 ×0.1 0.250 0.250 -

 TeCDFs - - 45 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.06 0.19 2.8 ×0.03 0.0840 0.0840 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.07 0.24 3.1 ×0.3 0.930 0.930 -

 PeCDFs - - 49 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.06 0.19 5.2 ×0.1 0.520 0.520 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 4.7 ×0.1 0.470 0.470 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.06 0.19 0.45 ×0.1 0.0450 0.0450 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 6.3 ×0.1 0.630 0.630 -

 HxCDFs - - 54 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.07 0.24 33 ×0.01 0.330 0.330 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.1 0.3 3.6 ×0.01 0.0360 0.0360 -

 HpCDFs - - 63 - - - -

 OCDF 0.07 0.24 54 ×0.0003 0.0162 0.0162 -

 Total PCDFs - - 270 - 3.31 3.31 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 3700 - 9.5 9.5 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.06 0.19 160 ×0.0001 0.0160 0.0160 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.10 4.9 ×0.0003 0.00147 0.00147 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.06 0.19 7.1 ×0.1 0.710 0.710 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.04 0.15 1.3 ×0.03 0.0390 0.0390 -

Total non-ortho  PCBs - - 170 - 0.766 0.766 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.09 0.29 300 ×0.00003 0.00900 0.00900 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.15 13 ×0.00003 0.000390 0.000390 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.07 0.24 920 ×0.00003 0.0276 0.0276 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.06 0.19 19 ×0.00003 0.000570 0.000570 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.06 0.19 91 ×0.00003 0.00273 0.00273 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.03 0.10 26 ×0.00003 0.000780 0.000780 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 42 ×0.00003 0.00126 0.00126 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.09 0.29 8.9 ×0.00003 0.000267 0.000267 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 1400 - 0.0426 0.0426 -

Total DL-PCBs - - 1600 - 0.81 0.81 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 10 10 -

備考 検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

限未満であることを示す．

等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

のは，試料における検出下限の1/2の

のは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．

毒性等量②は 定量 下限 未満 のも

1.実測 濃度 中の括弧 付の数値 は，

実 測 濃 度 中 の"N.D."は ，検 出下

2. 毒 性 等 量 ： 2,3,7,8-TeCDD 毒 性

毒性等価係数は以下の係数を適

3.毒性等量①は 検出 下限 未満 のも

値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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表 4-4-2-4 ダイオキシン類調査結果（底質：St.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日 調査年月日：平成28年8月8日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/g-dry)

(pg/g-dry) (pg/g-dry) (pg/g-dry) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.07 0.23 3.8 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.07 0.23 1.9 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.07 0.23 N.D. ×1 0.0350 0 -

 TeCDDs - - 7.5 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.04 0.14 0.15 ×1 0.150 0.150 -

 PeCDDs - - 4.9 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.06 0.19 0.29 ×0.1 0.0290 0.0290 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 0.6 ×0.1 0.0600 0.0600 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.19 0.69 ×0.1 0.0690 0.0690 -

 HxCDDs - - 18 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.08 0.28 15 ×0.01 0.150 0.150 -

 HpCDDs - - 52 - - - -

 OCDD 0.1 0.5 260 ×0.0003 0.0780 0.0780 -

 Total PCDDs - - 340 - 0.571 0.536 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.01 0.05 0.16 - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.01 0.05 0.23 ×0.1 0.0230 0.0230 -

 TeCDFs - - 3.3 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.06 0.19 0.26 ×0.03 0.00780 0.00780 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.07 0.23 0.26 ×0.3 0.0780 0.0780 -

 PeCDFs - - 4.1 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.06 0.19 0.49 ×0.1 0.0490 0.0490 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 0.40 ×0.1 0.0400 0.0400 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.06 0.19 N.D. ×0.1 0.00300 0 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 0.44 ×0.1 0.0440 0.0440 -

 HxCDFs - - 4.1 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.07 0.23 2.5 ×0.01 0.0250 0.0250 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.1 0.3 0.3 ×0.01 0.00300 0.00300 -

 HpCDFs - - 4.6 - - - -

 OCDF 0.07 0.23 3.7 ×0.0003 0.00111 0.00111 -

 Total PCDFs - - 20 - 0.274 0.271 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 360 - 0.84 0.81 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.06 0.19 17 ×0.0001 0.00170 0.00170 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.09 0.44 ×0.0003 0.000132 0.000132 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.06 0.19 0.58 ×0.1 0.0580 0.0580 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.04 0.14 [0.09] ×0.03 0.00270 0 -

Total non-ortho  PCBs - - 18 - 0.0625 0.0598 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.08 0.28 26 ×0.00003 0.000780 0.000780 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.14 1.1 ×0.00003 0.0000330 0.0000330 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.07 0.23 85 ×0.00003 0.00255 0.00255 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.06 0.19 1.3 ×0.00003 0.0000390 0.0000390 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.06 0.19 8.9 ×0.00003 0.000267 0.000267 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.03 0.09 2.4 ×0.00003 0.0000720 0.0000720 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 3.7 ×0.00003 0.000111 0.000111 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.08 0.28 0.98 ×0.00003 0.0000294 0.0000294 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 130 - 0.00388 0.00388 -

Total DL-PCBs - - 150 - 0.066 0.064 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 0.91 0.87 -

備考 検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

限未満であることを示す．

等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

のは，試料における検出下限の1/2の

のは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．
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1.実測 濃度 中の括弧 付の数値 は，

実 測 濃 度 中 の"N.D."は ，検 出下

2. 毒 性 等 量 ： 2,3,7,8-TeCDD 毒 性

毒性等価係数は以下の係数を適

3.毒性等量①は 検出 下限 未満 のも

値 を用 いて 算出 した ものであ る．

毒性等量②は 定量 下限 未満 のも
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表 4-4-2-5 ダイオキシン類調査結果（底質：St.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査年月日：平成28年8月8日 調査年月日：平成28年8月8日

試料における 試料における 実測濃度 毒性等量

化合物の名称等 検出下限 定量下限 (pg-TEQ/g-dry)

(pg/g-dry) (pg/g-dry) (pg/g-dry) TEF ① ②

 1,3,6,8-TeCDD 0.07 0.24 92 - - - -

 1,3,7,9-TeCDD 0.07 0.24 40 - - - -

 2,3,7,8-TeCDD 0.07 0.24 0.52 ×1 0.520 0.520 -

 TeCDDs - - 160 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDD 0.04 0.14 2.8 ×1 2.80 2.80 -

 PeCDDs - - 70 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDD 0.06 0.19 4.6 ×0.1 0.460 0.460 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDD 0.1 0.4 9.2 ×0.1 0.920 0.920 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDD 0.06 0.19 8.8 ×0.1 0.880 0.880 -

 HxCDDs - - 180 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDD 0.09 0.29 180 ×0.01 1.80 1.80 -

 HpCDDs - - 490 - - - -

 OCDD 0.1 0.5 2900 ×0.0003 0.870 0.870 -

 Total PCDDs - - 3800 - 8.25 8.25 -

 1,2,7,8-TeCDF 0.01 0.05 3.3 - - - -

 2,3,7,8-TeCDF 0.01 0.05 3.8 ×0.1 0.380 0.380 -

 TeCDFs - - 78 - - - -

 1,2,3,7,8-PeCDF 0.06 0.19 4.6 ×0.03 0.138 0.138 -

 2,3,4,7,8-PeCDF 0.07 0.24 6.3 ×0.3 1.89 1.89 -

 PeCDFs - - 95 - - - -

 1,2,3,4,7,8-HxCDF 0.06 0.19 8.6 ×0.1 0.860 0.860 -

 1,2,3,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 8.6 ×0.1 0.860 0.860 -

 1,2,3,7,8,9-HxCDF 0.06 0.19 0.67 ×0.1 0.0670 0.0670 -

 2,3,4,6,7,8-HxCDF 0.06 0.19 12 ×0.1 1.20 1.20 -

 HxCDFs - - 96 - - - -

 1,2,3,4,6,7,8-HpCDF 0.07 0.24 56 ×0.01 0.560 0.560 -

 1,2,3,4,7,8,9-HpCDF 0.1 0.3 6.4 ×0.01 0.0640 0.0640 -

 HpCDFs - - 99 - - - -

 OCDF 0.07 0.24 62 ×0.0003 0.0186 0.0186 -

 Total PCDFs - - 430 - 6.04 6.04 -

Total (PCDDs+PCDFs) - - 4200 - 14 14 -

 3,3',4,4'-TeCB          (#77) 0.06 0.19 210 ×0.0001 0.0210 0.0210 -

 3,4,4',5-TeCB           (#81) 0.03 0.10 5.7 ×0.0003 0.00171 0.00171 -

 3,3',4,4',5-PeCB      (#126) 0.06 0.19 10 ×0.1 1.00 1.00 -

 3,3',4,4',5,5'-HxCB    (#169) 0.04 0.14 2.1 ×0.03 0.0630 0.0630 -

Total non-ortho  PCBs - - 230 - 1.09 1.09 -

 2,3,3',4,4'-PeCB       (#105) 0.09 0.29 480 ×0.00003 0.0144 0.0144 -

 2,3,4,4',5-PeCB       (#114) 0.04 0.14 17 ×0.00003 0.000510 0.000510 -

 2,3',4,4',5-PeCB       (#118) 0.07 0.24 1400 ×0.00003 0.0420 0.0420 -

 2',3,4,4',5-PeCB      (#123) 0.06 0.19 20 ×0.00003 0.000600 0.000600 -

 2,3,3',4,4',5-HxCB    (#156) 0.06 0.19 150 ×0.00003 0.00450 0.00450 -

 2,3,3',4,4',5'-HxCB   (#157) 0.03 0.10 39 ×0.00003 0.00117 0.00117 -

 2,3',4,4',5,5'-HxCB    (#167) 0.06 0.19 65 ×0.00003 0.00195 0.00195 -

 2,3,3',4,4',5,5'-HpCB  (#189) 0.09 0.29 17 ×0.00003 0.000510 0.000510 -

Total  mono-ortho  PCBs - - 2200 - 0.0656 0.0656 -

Total DL-PCBs - - 2400 - 1.2 1.2 -

Total (PCDDs + PCDFs + DL-PCBs) - - - - 15 15 -

備考 検出下限以上定量下限未満の濃度であることを示す．

限未満であることを示す．

等量を示す．

用した．

　PCDDs,PCDFs： WHO/IPCS(2006)
DL-PCBs： WHO/IPCS(2006)

のは，試料における検出下限の1/2の

のは0(ゼロ)として算出したものである．

4. 毒性等量は計量証明対象外である．

毒性等量②は 定量 下限 未満 のも
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1.実測 濃度 中の括弧 付の数値 は，

実 測 濃 度 中 の"N.D."は ，検 出下

2. 毒 性 等 量 ： 2,3,7,8-TeCDD 毒 性

毒性等価係数は以下の係数を適

3.毒性等量①は 検出 下限 未満 のも

値 を用 いて 算出 した ものであ る．
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水質調査結果 底質調査結果

(pg-TEQ/L) (pg-TEQ/g)

C-3

B-4

A-3

A-7

A-11

平均値

備考:大阪府ホームページ内の「大阪府ダイオキシン類常時監視結果」より抜粋。

0.034

15

17

6.5

10

0.66

9.8

0.046

調査地点

0.031

0.033

0.032

参考資料　平成27年度ダイオキシン類常時監視結果

0.029


